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第一章








「おめでとう！」

「おめでとうございます！」

　季節は春。あたたかな日差しの中、たくさんの人に祝福されてライスシャワーを浴びながら私、伊い瀬せ光ひかりは愛する人、朝あさ永なが柊しゅうと晴れて夫婦になる日を迎えた。

　ブライダル雑誌では最高評価の大人気のチャペルで挙式を挙げ永遠の愛を誓い合った後、最高ランクのホテルで披露宴を行い、友人や会社の同僚、上司、そして大好きな家族に見守られながら人生で最高に幸せな日を過ごしている。

　純白のウェディングドレスに身を包み、腕を絡めて見上げる先には愛しい人の最高に輝く笑顔がある。

　私も幸せに満ち足りた表情を浮かべながらたくさんの祝福の言葉を浴び、幸福感でいっぱいの時間を過ごした。
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「光のウェディングドレス姿、すごく綺麗だったな。俺、ずっと見惚れていたから今日、すごく情けない顔していたかも」

　くすくすと笑いながら、柊は後ろから私を抱きしめて首に顔を埋める。

　くすぐったいのと照れくささで、私も彼と同じように笑ってしまった。

「フフッ。そんなことないよ。柊も最後までピシッとしていてかっこよかったよ」

「そうか？　そう言ってもらえたのなら、気合を入れたかいがあったよ」

　彼の鍛えられた身体に後ろから包まれると、ホッとするし同時に高揚感にも包まれる。

　私の耳のすぐそばにある柊の端正な顔立ちは、どの角度から見ても本当にいい男だと今更ながら惚れ惚れしてしまう。

　結婚式の時は頼れるかっこいい新郎で、タキシードを脱いだ今は私が一番知っているリラックスをしている時の顔の柊だ。

　この時の柊は可愛いと思ってしまうけど、抱きしめられた腕は力が入っており、ベッドの上から逃がさないという強い意志が伝わってくる。

　披露宴が終わった私たちは、結婚式を挙げたカップルだけの特別なプランがあるということで、ホテルの一室に宿泊させてもらっていた。

　普段泊まるホテルよりグレートが上がった部屋のラグジュアリーな雰囲気に包まれているからか、まだ結婚式の余韻が抜けず、いつもなら照れて言えない誉め言葉もすんなりと出てきた。

　柊はいつも私のことを甘やかして褒めてくれる。

　仕事の時は厳しい口調の時もあり、頑固な性格だから、社内の彼を知っている人からすればこんな柊はありえない姿だろう。

　柊に抱きしめられながら、私は出会った日のことを思い出していた。
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　私と柊は国内でも屈指の自然派化粧品メーカー「トライル」で働いていて、同期だ。

　研修で同じグループになったことがきっかけで仲良くなり、お互い入社当時からプライベートを優先することより仕事を優先するタイプで意気投合し、すぐに仲良くなった。

　同じタイプの人間だけど、競い合うようなギスギスした関係ではなく、お互いを称え合い励まし合う、そんな良好な関係だった。

　彼の真面目で仕事にストイックな姿は私の刺激にもなり、尊敬もしていた。

　私も彼のようになりたい、といつも思っていたくらい。

　だから、私の気持ちが好意に変わるのにそんなに時間はかからなかった。

　気付いたらいつも彼の背中を追いかけていた。

　仕事でも同僚達が開催する飲み会でも遊びに行く時でも、柊がいるだけで特別な時間に思えた。

　そんな彼に好意を抱きつつ、仕事に打ち込む日が三年くらい続いた。

　二人とも営業課に配属になってからお互い切磋琢磨し合い、成績を競っていた。

　だけど、とうとう営業の成績で私は彼を抜かすことができず、柊は営業課で一番を取るエースへと成長した。

「一位、取っちゃったかー。おめでとう、さすが朝永君ね。私ももっと頑張って追いつかないと」

　朝のミーティングで柊が表彰された時、私はお祝いの言葉と一緒に自分を鼓舞していた。すると、一気に柊の表情が強張り、商談の時とはまた違う、熱く真っ直ぐな視線をこちらに向ける。

「伊瀬、その……大事な話があるんだ。今日の夜、時間をくれないか」

　言葉を返すのを忘れてしまうくらい驚き、身体が固まってしまう。

　彼のこんな真剣な眼差しは初めてで、到底首を横には触れない状況だ。

「うん、わかった」

　そう言うのが精いっぱいで、私が承諾すると彼は安堵した表情を浮かべていた。

　そしてその日の夜、今日は行きつけの居酒屋ではなく、なぜか会社から離れた来たことがないおしゃれなバーに案内された。

　朝永君、心なしか緊張している……？　言葉数も少ないし、表情も変化がない。どうしたんだろう？

　一緒に働き始めて三年が経つけれど、こんな朝永君を見るのは初めてだ。

　そんな疑問を持ちつつ彼からの言葉を待つ。

　今日の朝永君は飲むピッチがとても早くて、すでにジントニックも四杯目だ。

「ねえ、大丈夫？　ちょっと飲みすぎじゃない？」

　私が声をかけると、「ハハッ……」と乾いた笑いしか返ってこない。

　今日の朝永君、本当に変だな、と思っていた時だった。

「伊瀬……」

　朝永君が私の名前を呼んだ。その声はとても小さかったけれど、ジャズが流れる静かなバーの中ではちゃんと私の耳に届き、彼の方に視線を向ける。

「営業の成績で……一番になれたら、絶対に言おうとしていたことがあるんだ」

「うん、なに？」

　絶対に言おうとしていたこと？　なんだろう……。

　営業の商談のコツでも教えてくれるのかな？　いや、私に今更そんなことを披露するはずがないよね。

　彼の意図が読めなくて、首を傾けてしまう。すると、バーの薄暗い灯りの下でもわかるくらい、朝永君の顔は真っ赤になっていた。

　そして軽く深呼吸をすると、私に熱く揺れる瞳を向ける。

「俺と、付き合ってくれないか？」

「……えっ！」

「ずっと、好きだった。たぶん、初めて会った時から……今の居心地のいい関係を壊したくなかったけれど、でも俺、こうみえてすごく独占欲が強くて……」

　突然の告白に狼狽えてしまい、カウンターにある私が飲んでいたギムレットのグラスに手が当たり、零してしまいそうになった。

　だけど朝永君はそんなことを気にせずに、言葉を続ける。

「伊瀬のこと、独り占めにしたいっていつからか思うようになっていた。突然こんなことを聞いて困るかもしれないし、俺のことがだめならそれでもいいんだ。でも、少しでも可能性があるのなら、考えて欲しい」

　嬉々とした感情が胸の中で激しく踊っている。

　だってずっと憧れていた人に好意を伝えてもらったんだ。

　こんな展開、想像もしていなかった。

　だから、私は嬉しくてたまらなくて、考えるより先に言葉が口から飛び出した。

「そんなの……考えるまでもないよ」

「えっ」

「私も朝永君のことがずっと好きだった。だから……どうしよう、すごく嬉しい」

　戸惑いと同時に込みあがってきたのは嬉しいという感情だ。

　だから、彼の告白を受け、返す言葉はこれしかなかった。

「私でよかったら……付き合ってください」

　私の返事を聞いた柊の表情は少年のように幼く、とても可愛らしい笑顔だったことを今でも覚えている。

　こんなことを言ったら嫌な思いをさせてしまうかもしれないけれど、男性に対して可愛いという感情を抱いたのもこれが初めてだった。

　それから柊との恋人関係が社内で知られると周りが何かと気遣うだろうと思い、秘密を貫き通したけれど順調に関係を育み、二年が過ぎた。

　恋人同士にはなったけれど、仕事では頼もしい同僚であり、切磋琢磨し合うライバル関係であることには変わりはない。

　私は柊の背中を追いかけるように営業の仕事を頑張り、いつしか身に着けた営業力と化粧品の知識を活かし、独立したいと考えるようになった。

　そんな時だった。柊が社内でも異例の速さで部長に就任した。

　実力主義のうちの会社では年齢に関係なく管理職に就くことは珍しいことではないけれど、入社五年目で部長になったのは柊が初めてだった。

「おめでとう、柊。また先を越されちゃった」

　その日は、部長就任のお祝いをするため、毎年記念日を祝う銀座のシティホテルのレストランを予約していた。

　私の言葉に柊は苦笑いで答えながら、シャンパングラスで乾杯をする。

「今日のために今まで頑張ってきたようなものだからな」

「えっ？　どういうこと？」

　彼の言っている意味がわからなくて、首を傾げる。

　すると、柊は告白された日を彷彿とさせるような顔をした。

「光、お前に伝えたいことがあるんだ。それを伝えるのには、もっと自分に自信を持てる日まで言わないと決めていて……だから、部長に昇格できるこの日まで待った。付き合ってから二年経ってしまったけど、ようやく言える」

「な、なに？」

　そんなに切羽詰まった顔で言うことなのだろうか。

　見当もつかない私は、乾杯で持っていたグラスをテーブルの上にそっと戻した。

　すると、まだ前菜しか運ばれていないテーブルの中央に、柊はコトンと小さな小箱を置いた。それは目にすれば一瞬でわかった。真っ白なリングケースだ。

「柊……これ……」

「光、俺と結婚してくれ」

　彼の声に意識が一気に集中して、熱が身体中に駆け巡った。

　きっと、今顔も真っ赤だ。

　そんな私を見て、柊は思い切り照れ笑いをしていた。

　そして口を開く。

「光、お前独立したいんだろ？」

「ど、どうしてそれを……」

「光の部屋で偶然だけど見たんだ。いつも鞄を置いているソファの肘置きのところに、起業向けのセミナーの資料がたくさんあった。だから、気づいた。まあ、光の性格なら起業したいと思っても不思議じゃないよ。仕事、大好きだもんな」

　たしかに自分の会社を持ちたいと思い始めてから、周りには黙って起業向けのセミナーにいくつか参加していた。

　まさかそれがよりにもよって、柊に見られていたなんて……。

　どう思っているだろうと緊張と不安から彼の方に視線を移すと、優しく微笑を浮かべている。

「光の気持ち、わかるよ。一生に一度しかない人生なんだから、自分の力を試してみたくなるよな。だから、考えたんだ。俺と結婚して今の会社を辞めて、光の目指す新しい会社を始めたらどうだろう。そのためのサポートならいくらでもしてやる」

「そんな……いいの？」

「当たり前だ。夫婦になるんだから、助け合いは必要だろ。いくらでも頼ってくれ……と言っても、光が俺のプロポーズを受け入れてくれることが大前提の話なんだけど」

　頼もしい笑顔の裏で、どれだけの勇気を振り絞ってプロポーズの言葉を考えてくれたのだろう。

　それに柊が出してくれた提案は、私にとって理想そのものの未来だ。

　大好きな柊と結婚出来て、さらにやりたい仕事にチャレンジすることを応援してくれて……。

　こんな夢みたいなこと、現実だと思えなくて、ずっと意識がふわふわしている。

　嬉しさのあまり、喉に声が詰まって言葉が出てこない。

　ずっと瞳を潤わせている私の左手を柊はそっと掴んだ。

「それに……なにより、俺は光のことを愛している。お前のことが一番大切なんだ。光が笑っていると、それだけで幸せだ。だから光とこの先の人生、ずっと一緒にいたい」

　柊の言葉を聞き、気づいたら頬に涙がいくつもの筋を作って流れていた。

　口元を右手の甲で隠して嗚咽を我慢すると、柊は少し困った顔をして微笑んでいる。

「俺と……結婚してくれるか？」

「……うん、うん……ありがとう。私も、柊とずっと一緒にいたい」

「ハハッ……よかった」

　一気に肩の力が抜けたのか、柊の声のトーンが高くなり陽気な雰囲気になる。

　瞬時に柔らかい雰囲気の様子になった彼を見て、私も自然と笑みが零れた。

「フフッ。緊張していたの？」

「当たり前だろ。この日のために二年間も頑張ってきたんだから」

「そういえば、私と結婚するために昇格を目指したって……本当なの？」

「自分にプレッシャーかけていたんだ。だって、こんないい女を奥さんにもらうんだから、平凡な自分のままじゃ嫌だったんだよ」

　柊の馬鹿みたいに真面目で一途なところが大好きな私には、たまらなく嬉しい真実だ。

　それにこれって付き合い始めた時から結婚を意識してくれていたってことだよね。

　本当、柊に出会えてよかった……今、改めて心から感じた。

「あー、でもよかった。無事、成功してホッとした……あっ、指輪、よかったらつけてくれないか？　これなら光に似合うんじゃないかってお前の顔を思い浮かべながら買ったんだ」

「本当？　嬉しい！」

　頬に流れている涙をぬぐい、リングケースを手に取る。

　パカッと音を立てて開けると、シンプルなシルバーリングの真ん中に美しい輝きを放ったダイヤモンドが埋め込まれていた。

「わっ、すごく好きなデザイン……」

「そうだろ？　光はあんまり派手なデザインは好きじゃないよな。気に入った？」

「もちろん！　ねぇ、つけていい？」

「それは俺にやらせて」

　柊はそう言うと、リングケースから指輪を取り出し、私の左手を自分の手のひらに乗せ、ゆっくりと薬指に指輪をはめる。

　そして手を繋いだまま、私の目をじっと見据える。

「一緒に幸せになろうな」

「……うん！」

　微笑み合い、誓いを交わした私達。そんな出来事はもう八か月以上前のことだ。

　結婚することになり、私は会社を辞めて起業のための準備を始めた。

　柊も部長ともなると自分の仕事以外にもやるべきことが増え、部下の育成の他にも営業課の社員全員にも目を配らせなければいけない。

　その他にも両家の挨拶に会社や同僚への結婚報告、披露宴、挙式の準備に新居への引っ越しや細かな手続きなど、やるタスクは盛りだくさんだった。
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　これだけの量をよく一年もかけずにこなせたなと自分たちでも思う。

　それはやはり、お互い補い合い、思いやりを持って接することを心掛けていたからだ。

　小さな喧嘩はあったけれど、それもほんの些細なこと。

　今、この幸せのためなんだと思ったら、笑い話へと変わるもの。

「どうした？　さっきからずっと笑顔だけど」

　私のバスローブの紐を後ろから解きながら、柊が耳元で囁く。

　ふわっと同じシャンプーの香りがして、高揚感がさらに増した気がした。

「今までのことを思い出していたの。柊と出会ってからいろいろとあったなあって」

「怖いな。俺の情けないところとか？」

「アハハ！　もう、どうしてすぐそういうこと言うの？　柊はかっこいいんだから、もっと自信を持ってよ」

「光の前じゃ、俺なんて霞むよ」

　もう夫婦になったというのに、柊の私を褒め称えるスタイルは変わらないらしい。

　結婚をすると男性は性格が変わるとか聞くけれど、柊に限ってはそんな心配は要らないみたい。

「……光」

　柊は私の名前を呼び、首筋にチュッとリップ音を立ててキスをする。

　バスローブがはだけた私の身体にはすでに柊の両手が入りこみ、身体のラインを確かめるように撫でられている。

「んっ……」

　内ももに手は流れ、おへその下、その周り、胸の下へと移動してくる。

　その指先には少しだけ力が込められていて、極上のマッサージを受けているみたいだ。

　でも、胸の先端にある甘く痺れる場所に到達すると、ブラのカップの中に両手が入り込んできて揺れる胸を揉まれ、甘美な快感に襲われる。

「あったかい……それにもう光のここ、硬くなってる」

　上下左右にいろんな方向に形を変える私の豊満な胸は、柊の手から零れそうなくらいの勢いで動いている。

　その先端にある硬い粒の周りを柊は人差し指で円を描いた。

「あっ、だって……そんな、身体をずっと撫でられたら……」

「反応しちゃった？」

「……うん」

　胸の先端をなぞられ、ぞくぞくと微弱な電流に身体は襲われて熱い吐息が零れてしまう。私の腰あたりには柊の張りつめて硬くなった彼自身が当たり、それが余計に私の情緒を煽ってくる。

「光、こっち向いて」

　私の首筋に顔を埋めたまま、柊が苦しそうに囁く。

　そろそろ理性が保てなくなる頃かな……。

　彼の限界を知っている私は、柊の望むまま彼の方へと全身を向けた。

「柊、今日も……」

「わかってる、ゴムはつけるよ」

　結婚したからといって、私が起業することもあり、すぐに子どもは作らないと結婚を決めた時から二人で話し合っていた。

　だから、私の伝えたいことを柊はすぐに気付いてくれてみたい。

「今はまだ二人の時間を楽しみたいし、仕事も頑張りたいよな。光の言いたいことはわかっているから」

「うん、ありがとう」

　私がバスローブを脱いでいる間に、柊はもうすでに硬く反り立った彼自身に手際よく避妊具の装着を済ませて自分のバスローブも脱ぐ。

　露わになった彼の身体は、趣味がジム通いとあって鍛えられている。

　逞しい首筋に広い肩幅、腕も程よく血管が浮いていて、胸筋や腹筋にも無駄な脂肪はなくしっかりと筋肉がついている。

　初めて彼の身体を見た時、スーツの下にこんな美しい身体を秘めていたのかと、女だけど興奮してしまったくらい、柊の身体には見惚れてしまう。

　生まれたままの姿になった羞恥心を感じながらも、お互いを求める欲望を抑えきれなくて唇を押し付け合った。

　誓いのキスの時とは全く違う荒々しいキスに、熱い吐息が零れる。

　噛みつくように何度も求められ、私は彼の広い背中に両腕を回した。

「んっ……ふっ……」

　そのまま柊にベッドの上に押し倒され、密着する身体はお互い熱い。

　柊はすでにしっとりと汗を掻いているようで、もう数えきれないくらい身体を重ねているのに、まだ私で興奮してくれるのかと思うと嬉しくなった。

「柊……」

　唇が離れた瞬間に彼の名前を呼ぶ。それに応えるように柊は私の硬く尖っている胸の先端を口に含んだ。

「あっ……」

　含まれた瞬間から彼の柔らかい舌が粒を自由自在に操り、時には甘噛みをして強く吸い付いてくる。

「そこ……強くしちゃ……」

「だめ？　その割にはいい反応をいつもくれるよね」

　柊の意地悪な言葉に言い返したいけど、甘い快感が邪魔をしてそれができない。

　そのかわり、自分のものとは思えない甘い声をした喘ぎ声を発してしまう。

　こんな素直な反応、できれば恥ずかしくてしたくないけれど、私の弱点を知り尽くしている彼の前では強がることなんか意味はなくて、いつも自分では考えられない声が口から零れてしまう。

「んっ……気持ちいい？」

　胸の先端を口に含んだまま、私を見上げて柊は呟く。

　素直に頷いて反応する私を見て、満足げにほほ笑んだ。

「じゃあ、もっとするね？」

　優しい口調とは反対に、柊の舌使いはさらに獰猛になって私に襲い掛かってくる。

　胸の先端を舌先で上下に激しく舐め、強く吸い付いたと思ったら甘噛みをし、手を使って包み込むように下から揉み上げる。

　さらに舌先でくるくると円を描いて舐められ、私はそのたびに嬌声をあげていた。

「やっ、あぁ……んんっ！」

　刺激されるたびに鼻にかかった声が出る。こんな声を聴かれるのは何年たっても身もだえてしまうくらい恥ずかしい。

　でも、柊は喜んでくれているみたいだから、できるだけ我慢せずに感じたまま声をあげるようにしていた。

「ひゃっ……あん、あぁ……」

　右胸は執拗に舌で責められ、それに加えて左胸は彼の人差し指と親指で先端を摘ままれて痛いくらい敏感になっている。

「光……もう、ここもいいかな」

　胸の先端を下唇に当てながら、柊は少し余裕のなくなった声で囁いた。

　彼の手が動いた先は下腹部だ。

　茂みのある場所まで手が伸び、指をまげて割れ目をなぞって、中指が中に入ってきた。

　ぐぷっ……と水音がする。それと同時に胸とはまた違う快楽にも襲われる。

「んんっ……！」

「うん、濡れてる。でも、もう少し濡らそうか」

　そう言って、そのまま柊の指はどんどんと中に入ってくる。

　遠慮がちに入ってきた指はぐるぐると円を描いて入ってきて、彼のものを受け入れる準備をしてくれる。

「はっ……柊……」

　私の中で彼の指が自由に動いていることを造像するだけで、きゅうっと下腹部が甘く疼く。

　もうこれだけで気持ちいい……そんなことを思っていると、指が二本に増え、上下にバラバラと動き出して秘部の内壁を何度も擦られた。

　秘部の中で微弱な電流が全体に流れているような快感……！

　私はこの快感に我慢できなくて両足に力が入り、つま先がピンっと伸びてしまう。

「くっ……うんん……！」

　柊が私の最も感じるポイントを見つけるとその壁を擦られ、ぐちゅぐちゅと卑猥な水音が部屋に響く。

　この快楽に逃げられない私は、いつも背中が浮くくらい身体が強張ってしまっていた。

「そ、こ……だめ……！」

「光、ここが一番感じるところだよな。指でもアレで擦っても、段違いに可愛い反応を返してくれる」

「だって……がま、ん、できな……い……！」

　私の反応を見て、柊は嬉々とした表情を浮かべ、何度も指の出し入れを繰り返す。

　びくびくと感じるところをさんざん擦られたと思ったら、指が抜けるぎりぎりまで抜き、秘部の入り口を優しく撫でてきた。

　その強弱をつけた指使いで激しくかき回され、私はいつも翻弄されてしまう。

「ひっ……！　あっ、ああっ……！」

「はあ……光……光の感じてる顔を見ているだけで俺も興奮してきた……」

　秘部の奥までとろとろに溶かされ、虚ろになった目で彼を見上げると、荒い息遣いで私を見下ろす柊の顔が見えた。

　さっきまでと違い余裕がなくなってきた彼の表情と、避妊具を準備していた時よりさらに硬く反り立ち、血管が浮き出ている彼自身を見れば、柊がすでに余裕がないことがわかった。

「柊……きて」

　彼自身を見つめ、渇望している私を知ると、柊の雰囲気は一瞬で雄となった。

　秘部から指を抜き、フッと微笑む。

「自分から望んでくれるなんて嬉しいな。すぐに理性が吹っ飛びそう」

「だって今日は……特別な日だし……たまには私も積極的になろうかなって……」

　口元を手の甲で隠し、恥ずかしくて視線を横に逸らす。

　柊はそんな私の頬に優しくキスを落とした。

「そうだ、特別な日だからな。俺と光が夫婦になった日……最高に幸せで特別な日だ」

「うん……私も幸せ」

　顔を滑らせ、唇を重ね合わせる。リップ音を鳴らしながら唇を食み合い、彼の柔らかい髪の毛を手にすくう。

　柊の唇は唇の横、顔の輪郭をなぞり、首筋や鎖骨、胸からへその下まで行くと上半身を起こした。

「挿れるよ」

　私の膝裏を持ち上げ、秘部の割れ目に自身の昂ぶりを上下に擦り付けるように動かし、ずっとぐしょ濡れの状態の愛液を自身にまぶす。

　聞こえてくる水音がとてもいやらしくて、身体が自然と熱くなった。

「光……」

　柊が私の名前を呼びながら腰を押し進めた。

　ぐぐっと入ってくる熱くて硬い彼自身は、二年という歳月をかけて私の中でぴったりのサイズになっている。

　待ち焦がれていたものがようやく入ってきて、嬉しさのあまり、甘ったるい声が出てしまう。

「あっ……ああ……んん……」

　自分からも腰を押し当ててしまう。今日は一ミリも彼と離れたくなくて、ずっと繋がっていたい。身も心も柊のすべてで満たして欲しい。

「柊……もっと……」

　優しい彼はいつも私の中が彼で慣れるまでゆっくりとした抽送をする。

　だけど、今日はもっと激しく求めて欲しくて、煽るような言葉を口にしてしまった。

「参ったな、煽られてる」

　柊もそう感じたのか、笑いを零しながら額の汗をぬぐった。

　そして、一息つくと膝裏をさらに高く上げて、繋がっている部分すべてが彼の目の前に露になる。

「あっ……」

「光、見える？」

　首を少し上げると、私にも繋がっている部分が見えて悶えたくなるほど恥ずかしい。

　だけど、彼自身が私の最奥までしっかり入っていることが目に見えてわかり、高揚感も感じている。

　そして、下腹部がさらに甘く疼き、もっと彼を感じたいと思ってしまう。

「見える……繋がって……いるね。ねぇ、柊、お願い、早く……」

「ああ、わかった」

　懇願すると、柊も我慢の限界が訪れていたのか、一気に激しい腰遣いで中を攻めてきた。

　膜越しでも伝わってくる彼自身の熱を離さないように、私の中も必死にしめ付けてしまう。

「あう……！　あっ、ああ！　やぁ！」

「くっ……光の中、すごくしめてくる」

　肌同士のぶつかり合う音と淫らな水音が響き、私の嬌声も止まらない。

　私の愛液で濡れている彼のものが激しく出し入れされ、今にも真っ白に意識が飛んでしまいそう。

　膝裏を持っていた手も移動し、私の腰をしっかりと固定して、逃がさない。

　そのまま最奥まで何度も激しく突かれ続けられた私の両手は枕をしっかりと握りしめ、襲ってくる激しい快楽をどうにかして逃がそうと必死だ。

「ひあっ……！　あっああ！　あぁぁ！」

　身体の中の敏感な神経が全部彼と繋がっている下腹部に集中しているみたい。

　膣内の壁を激しく擦られ、気持ちよさのあまり叫び声に近い声が出てしまう。

　もうだめ……！　限界っ……！

「くっ……イく……」

　限界を感じていたのは柊も一緒だったみたいで、眉間にしわを寄せてはち切れそうな彼自身を私の中の最奥へと小刻みに激しく穿つ。

「しゅ、う……！」

「光っ……」

　お互いの名前を呼び合い、繋がっている部分の激しい往復がさらに加速すると、とうとう目の前が真っ白になり、何かがパチンと弾けた。

　そのすぐあとに、膜越しに温かいものが迸った。

　ああ、柊も果てたのだと気付く。そして、脱力感でいっぱいの彼は、私にゆっくりと圧し掛かってきた。

「光……愛してる」

　耳元で私に愛を囁く彼のことを、ぎゅっと抱きしめ返す。

「私も……愛してる」

　彼の背中に回している左手の薬指にはめている結婚指輪を右手の指で擦りながら、愛をこめて囁いた。
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　結婚式が無事終わり、柊は一週間の有給休暇を取っていたけれど、それは新婚旅行に行くために取ったわけではなく、全て新居への引っ越しや私が起業するための準備に使ってくれた。

　結婚を機に今まで勤めていた会社を辞めて自分で会社を立ち上げることをもと同僚たちに知らせると、私らしいと口々に言われたことを思い出す。

　私が設立させた会社は美容サプリや自然派化粧品を主にネット販売を中心で行う通販会社だ。

「トライル」の営業をやっていた時、私の取引先だった店舗「オーンジュ」の藤ふじ川かわオーナーが自社でも化粧品を開発する事業を始めており、それが商品化した時はぜひ私に任せたいと新人時代から常々言ってくれていた。

　これからは女性が主体となった会社をどんどん作っていきたい。

　もっと女性が働きやすい環境を作り、社会進出を応援したいと常々私に語ってくれていた。

　

　思えば、私が自分で起業したいと思ったのも、彼女のこの言葉が背中を押してくれたからかもしれない。

　藤川オーナーとは何度も意見を交わし合い、約一年かけてお互いの望む化粧品を完成させ、それを私が通販サイトや店舗に売り込んでいく。

　軌道に乗ればエステなどの店舗にもボディクリームやリラックス効果のあるアロマなどを開発して、営業をかけたいと思っている。

　サプリに関しては様々なマーケティングを行い、現代の女性たちの身体に何が必要とされているかをとことんまでモニタリングしてから信頼できるＯＥＭ会社を見つけ、サプリメントの開発に進んだ。

　何もかも同時進行だったから常にスケジュールはぎりぎりだったけれど、結婚式のことや新居の手続きなどは柊が率先してやってくれたから、無事スケジュール通り開業できたのだと思う。

　会社名は「アムール」。

　フランス語で愛という言葉だけど、響きがよくて気に入っており、会社を作るならこの名前にしようとずっと決めていた。

　そして、とうとう明日が「アムール」が開業する日だ。

　人材も私とともに営業を担う正社員を一人、リモートワークもできるウェブサイトに強い派遣社員二人を雇った。

　ここまで準備は完璧。あとはプレオープンしているサイトを本格的に稼働させ、今までのノウハウを活かして営業を頑張るしかない。

「ふう」

　ノートパソコンの電源を切り、まだ段ボールに囲まれている新居のマンションのリビングで唯一寛げるソファにもたれかかり、盛大なため息をついた。

「ハハッ。すごいため息だな」

　部屋着であるジャージ姿の柊が、笑いながら私のそばにあるテーブルに缶ビールを置いてくれた。

　仕事終わりの一杯はやっぱりビールだ。

「ありがとうー。あー、疲れた」

「おいおい、オープンは明日だろ。そんなことで大丈夫か？　って、光なら大丈夫だよな。明日のために頑張ってきたんだから」

　私の隣に座り、柊も持っていた缶ビールを私の顔の前に差し出す。乾杯の合図だ。

「でも、ここまで仕事に集中させてくれたのは柊のおかげだよ。起業を決めてからずっと助けてくれて本当にありがとう。柊がいなかったらここまで動けなかった」

「そう言ってもらえるのが一番嬉しいよ。頑張れよ、代表取締役社長」

「うわっ、そう言われるとすごいプレッシャー」

「ハハハッ」

　柊の笑い声を耳にしながら、テーブルにある缶ビールを手に取る。

　プルタブを開けて缶の縁を当てて乾杯し、冷たいビールを思い切り飲んだ。

「んー！　おいしい！」

「この瞬間のために働いているようなもんだよな。あっ、俺は今日まで有休中だからただの酒飲みだけど」

　そう言って笑いながら缶ビールを口にする彼は、かなりリラックスしていて声色もとても柔らかい。

　家にいる時の柊は仕事中はきっちり纏められている髪も無造作におろしていて、服装もスーツのようなかっちりした格好ではなく、いつもジャージだ。

　本当はしめ付けられるネクタイよりもリラックスができる服装が一番好きと彼はいつも言う。

　彼の会社の人たちからのイメージは常に堅苦しいイメージがあるだろうから、こんな姿はかなり意外だろうな。

　私しか知らない彼の一面は、何よりも可愛くて愛おしい。

　缶ビールを両手で持ち、彼の腕にそっと身体を預けた。

　私の重みに気づいた柊は腕を私の方に回して抱き寄せてくれ、頬を頭に置く。

「まあ、あまり無理するなよ。できるだけサポートはするけど、足りないところがあったら遠慮なく言ってくれ」

「ありがとう。そう言ってもらえるだけで、すごく救われる。でも、私も仕事ばっかりにならないように気を付けるね」

「スタートの時は仕方ないだろ。家のことは仕事に慣れてからでいい」

「……ありがとう」

　本当、柊の思いやりの深さには感謝しかない。

　だから、ダメな嫁と思われないように仕事も妻としての役割も頑張らなきゃ。

　そう心に誓い、彼の温もりに身体を預けながら、冷たいビールを喉に流し込んだ。






第二章








　いつもと変わらない朝が、彼女と結婚してから特別なものだと感じられるようになった。もともとアラームより先に起きるのが得意な俺は、光の愛らしい寝顔を見られるこの時間が癒しそのものだ。

　昨日の夜はオープンするサイトが気になりすぎて緊張して眠れないと、普段気は強いのに肝心な時は陰でいつも弱気になる彼女らしい弱音を聞き、緊張をほぐすために激し目に抱いてしまったのが功を奏したのか、ぐっすり眠っている。

　ずっと目標にしていた自分の会社を立ち上げ、そのスタートの日だ。緊張しない方が無理だろう。

　起きている時は、華やかな雰囲気で洗練された美をまとっている彼女だが、眠っている時は少女のように愛らしく無防備な姿が可愛くてたまらない。

　何をしても魅力的に映るのだから、とことん惚れているなと自分に笑いが込みあがってくるくらいだ。

　可愛らしい寝顔をずっと見ていたいけど、女性は男よりも支度にずっと時間がかかるからそろそろ起こさないといけない。

　これは化粧品メーカーに勤めなければわからなかったことだ。

　支度に大変だなと思う反面、女性を綺麗にするこの仕事にやりがいを常に感じている。

　それに一週間という有給休暇をもらったのだから、営業課の部下たちに迷惑をかけた分働かなければ。

「光、起きろ。もう朝だぞ」

　耳元で優しく囁くと、眉間に皺を寄せて難しい表情をする。

　恋人から俺の妻になった彼女の寝起きの顔をクスッと笑い、朝を迎えた。

　

　一週間ぶりの出勤はエントランスホールに入った瞬間から次々に同僚や上司たちからの「結婚おめでとうございます」という祝福のメッセージの嵐だった。

　俺も光も営業課では目立つ存在であったから結婚が決まった時もたくさんの人に祝われたが、無事式を終えたとなるとそれ以上の祝福を頂いた。

　なんだか申し訳ない気持ちになりながらも「トライル」のアットホームな雰囲気に頬が緩みそうになり、顔を取り繕うのに必死だ。

「よう、朝永。新婚生活どうよ、楽しんでる？」

　営業課の自分のデスクにビジネスバッグを置くと、同期の小こ林ばやしが声をかけてきた。

　部長の俺の方が立場は上だが、就業時間外は役職も関係なく今まで通りため口で話してくれと同期には言っているから、フランクに話しかけてくれる。

　しかも今朝はいやらしくニヤニヤとした顔つきで。

「お前が想像している通り、楽しんでるよ。奥さんも新しい仕事に意欲でいっぱいだ」

「なんだそりゃ。相変わらず仕事馬鹿な二人だなー。まあ、お前ららしいけど」

　あきれた様子の小林に苦笑いを零してしまう。

　昨夜の激しい情事は俺一人のひそかな楽しみとして時々、モチベーションアップのために思い出すとしよう。

「仕事も大事だけどさ。お前ら、陰でいろいろと言われてたぞ」

「なにを？」

　陰で言われていた？　俺たちの結婚で会社に何か不都合なことでもあったのだろうか。つい睨むような目つきをしてしまい、俺を見て小林が焦る様子を見せる。

「ああ、言い方が悪かった、すまん。ただ、みんな心配していただけだよ。せっかく結婚したのに、奥さんである伊瀬が会社を立ち上げたから、子どもとかどうするんだろうなって言ってて」

　小林の言い分に、そのことかと納得がいった。

　結婚イコール家族を持つということだから、子どものことを言われるのは想定内だったからだ。

「子どものことはまだ考えていない。今、光は始めたばかりの仕事を頑張らなければいけない時期だからな」

「まあそうだけどさ。でも、現実問題として子どもは体力がある若いうちに産んどいたほうがいいぜ。俺達まだ二十七だけどさ。お前もだけど奥さんのことを考えたら、俺はそう思うね」

　二年前に結婚をして、すでに一児の父の小林だからこその意見かと納得はできる。

　だが、こればかりは俺たちの問題であり、一人で考えて出す結論ではない。

「アドバイスの一環として聞いておくよ。さっ、今日も家族のために仕事を頑張ろうか」

　小林の背中を軽く叩き、ミーティングの挨拶を始める。

　内心、子どもか……と、いつか出会うであろう子どものことを考えると心が温かくなるが、今はまだその時ではないと思いを打ち消した。
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　柊と結婚式を挙げて会社を立ち上げ、一か月が経った。

　都心の駅近くにある雑居ビルの一部屋が私の会社「アムール」だ。

　三階の角部屋の中に二つのデスクとソファ、テーブルがあり、倉庫用に一部屋も確保している。

　まだまだ小さな会社だけど、初期段階の販促活動が想像以上にたくさんのユーザーの目に留まったらしく、売り上げは予想を上回って目標よりも百二十パーセントを超えた上々の成果を見せた。

　それを見て、正社員で営業の神田かんださんが興奮状態で私に話しかけている。

「社長、お疲れ様です！　まだ発売したばかりなのに、ネットのレビューも文句なしの高評価ばっかりですよ！」

　社長と呼ばれるのにもようやく慣れてきたなと感じながら、私は笑顔で答えた。

「美容雑誌やサイトにこれでもかと売り込みをかけたのがよかったね。費用は足が出ちゃったけど、この調子なら何とか挽回できそうだし」

「さすがですー！」

　元気がよく声も通る神田さんは、見た目は低身長で茶色の髪のボブカットが似合う、ナチュラルな可愛さを持つ女性だ。

　だけど、口調ははきはきとしているし、結構はっきりとした物言いをする体育会系な性格をしていて、面接の時ですでに私は気に入っていた。

　営業で一緒に行動をしても気遣いも完璧だし、取引先にもウケがいい。

　本当、いい子に入社してもらったと思う。

「これからも右肩上がりにどんどんと売り上げを伸ばして、全国の人にアムールを知ってもらえるように頑張ろうね」

「はい！　でも、社長プライベートも大切にしてくださいね。まだ新婚さんなんですから」

「あはは……本当、そうね」

　ここ一か月の日々を思い返すと、苦笑いでしか返せない。

　この一か月は仕事に集中できた日々だった。ほぼ毎日残業をしているから、帰りは日付が変わる前くらいになり夕食もバラバラだし柊とは夜、少し顔を合わせるだけ。

　同じように働いているから家事は完全に分担制だけど、休日はマーケティング活動に勤しんでいたため、二人でゆっくりと出かけることもあまりできなかった。

「理解ある旦那さまで素敵ですよね！　ただ私が言うことじゃないかもしれないですけど、お二人で過ごす時間ってちゃんと取れているんですか？」

　そう言われると苦い顔しかできず、私は視線を斜め下に落としてしまう。

「うーん……それがあんまり……」

「えっ、じゃあ夜の方も……ってすみません！　下世話な話をしちゃって！」

「いやいや、まあそう思われても仕方ないよね。どうにかしなくちゃなとは思っているんだけど、今はどうしても仕事優先になるのよね」

　つい言ってしまったことなんだろう。

　神田さんは顔を真っ赤にして口を手で塞いでいる。

　でも、たしかに申し訳ないくらいに柊との夜の生活は控えめになっていて、繫忙期には一週間以上何もしないなんてこともあった。

　恋人同士だった時はデートすれば身体を重ねていたのに、一緒に住んでいる今、その時より回数が少ないなんてきっと柊は不満に思っているだろう。

　そこは素直に気持ちを伝えて謝ればいいのに、わざわざそれを話題に出すことが恥ずかしくて言えない自分が情けない。

　柊は私の性格を知り尽くしているから、時々労わってくれ、優しい言葉をかけてくれるというのに……こんな時、素直に甘えられない自分の性格に呆れてため息が出そうになる。

「じゃあ、こういうのに興味はないですか？　私も彼氏と倦怠期に入ったなぁと思ったら、思い切って着ちゃうんですけど」

　神田さんが意気揚々と見せてくれたスマホの画面には、カラフルな色の下着がずらりと並んでいる。

　そこにはバリエーション豊かなデザインと色がたくさんあり、下着なんかしばらく買っていなかった私の心は明るくなった。

「わあ、可愛いわね」

「スタンダードなデザインもいいんですけど、ここのメーカー、こんなデザインもあって結構人気なんですよ」

　セットになっている可愛い下着を見ていると、神田さんがにこっと笑みを浮かべ、下にスクロールしていく。

　スクロールしていくとデザインも色味もがらりと変わり、一気に妖艶な雰囲気になった。

「こ、これは……」

　そこに載ってある下着は、ほぼレースで肝心なところだけが布で隠れている黒の下着という、ほとんど下着として意味のないデザインばかり。

　今まで見たことのないデザインばかりでモデルの肌の露出の多さに、顔が一気に熱くなった。

「む、無理よ。こんな下着、絶対に着られない！　神田さんったらこういうの着ちゃうの？」

「すっごくたまにですけどね。社長、お顔も美人さんですし、スタイルだってめちゃくちゃいいんですから、絶対に似合いますって！　これ、買いましょう！」

　神田さんがタップした下着は布の部分が紫色で、レースは黒色のかなりセクシーなデザインと色の組み合わせだ。

　私がこんなものを着るの……？　そんな姿、想像しただけで穴の中に入りたいくらい恥ずかしい！

「わ、私には無理よ……！　夫もきっと呆れる」

「そんなことないですよー。いくら仲がいい夫婦でも時には刺激も必要ですよ！　旦那さん、絶対に喜ぶと思います。ちなみに私の彼氏は毎回、大喜びです！　それに新婚さんですし！」

「そ、そんなものなの……？」

「はい！」

　自信満々に答える神田さんを見ていると、男性はこういうもので喜ぶ生き物なのかと思えてしまう。

　柊も口に出さないだけで実は、好きだったりするのかな……。

「じゃあ……買ってみようかな……」

「本当ですか！　じゃあ私も色違いで買っちゃいますね！」

　あっという間にカートに入れ、支払いまで済ませてしまう行動力がありすぎる神田さんに感服してしまう。

　すごいな……私、今まで柊のためにこんなこと考えもしなかった。

　夜の生活はいつも彼にリードしてもらい、任せっぱなしだったからなあ。

　少しは神田さんのように自分から積極的にいかなければ、本当に飽きられてしまうかもしれない。

「届くのが楽しみですね！」

　でも、恥ずかしがりやの私にそんなことができるかな……満面の笑みで語る彼女に、私は下着の代金を渡しながら「そうね」と言葉を返した。
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　そんなやり取りも一週間も仕事に集中すれば頭からすっかり消えていて、私はスキンケア用品の在庫の確保が難しくなるという嬉しい誤算に頭を抱えていた。

　それは開発した「オーンジュ」の藤川オーナーも同じ思いだったようで、打ち合わせに「オーンジュ」に出向くと、ほくほくの笑顔だった。

　これからの新商品のコンセプトと既存製品の生産も可能な限り急ぎ、消費者のニーズにこたえていきたいというところで話し合いは終わり、それからはたわいない世間話へと話題は変わる。

「実はね、これを機にオーンジュの二店舗目を構えようと思うの」

「わあ、すごいですね！」

　喜びにあふれる藤川オーナーを見つめながら、ストローを指先で持ち、冷たいアイスティーを口に含んだ。

　打ち合わせで喉を酷使したせいか、ひんやりとした液体が喉元を通ると気持ちがいい。

「あなたのおかげで新しい事業も順調だし、既存製品の売り上げも文句なしだし……本当、朝永さんに任せてよかったわ」

「そんな……こちらこそ任せてもらえて光栄です。それより、二店舗目の方がすごいですよ！　新しい店舗ってどこにするか決まっているんですか？」

「ええ、銀座の方にしようと思うのだけど、そこには保育園も併設しようかと思って」

「えっ、保育園？」

「そうなの。今、働きながら子育てをする女性ってものすごく多いでしょ？　うちの店舗も保育園に預けながら働いている人がとても多いの。そういう社員たちの送り迎えの負担を減らしたくて、保育園を作ってみようかと思って」

　期待を込めて話す藤川オーナーの言葉を聞き、働く女性たちのためにそういう会社を作り、選べる選択肢を増やす彼女の考え方にすごく納得し共感した。

　女性のためと言いながら、商品を販売する形やニーズばかりを求めていた自分がいかに周りが見えていなかったことを痛感させられ、目から鱗が落ちる。

　私も社長なのだから、もっと社員たちが働きやすい環境を作るべきなのかもしれないと改めて考えさせられる話だ。

「そんな会社が増えれば、女性も社会復帰がしやすくなりますね」

「まあ、男性側の育児休暇がもっと取りやすくなれば、さらに働きやすくなるのだけどね。日本はこういうことに遅れているから。それなら、どうにか対策をできる私たちが道を作ればいいでしょ？」

「たしかにその通りです。勉強になります」

　私の返答に藤川オーナーは満面の笑みになった。

「新しい会社ができたら、ぜひ見に来てね。あなたにもぜひ今後の参考にしてもらいたいわ」

　藤川オーナーが私に伝えたい意味は、同じ女性で代表として立場にある私に、同じような考えを共有してもらいたいということなのだろう。

　今は始めたばかりの会社を潰さないように必死だけど、私もいつか会社を大きくすることができた時は、彼女と同じように母親が働きやすい環境をつくるよう頑張ってみようか。

　それとも、その時は私にも子どもが一人くらいいるのかな……。

　柊とは子どもはまだまだいらない、二人の時間を楽しみたいと言っている。

　だから私たちにはまだ先の話……だよね。

「では、そろそろお暇しますね。どうぞ、これからもよろしくお願いします」

「ええ、こちらこそ。お互い頑張りましょう」

　そっと握手を交わし、私は「オーンジュ」を後にする。

　時刻は夕方の五時を回ったくらいだ。

　五月になった今はすっかり日も長くなり、これくらいの時間でも全然暗くない。

「オーンジュ」の前には大きな緑地公園があり、会社に戻ったらまだ一仕事残っているから気分転換に散歩でもして帰ろうかと思った。

　すると幼い子ども達が公園の滑り台で遊んでいる姿が見えた。

　母親の年齢は私と同じくらいだろうか。三人くらい集まって立ち話をしている。

　その光景を見て、なんだか無性に視線を逸らしたくなってしまった。

「……会社に戻ろう」

　こんな気持ちじゃ気分転換にもならないな……そう思った私は公園に向かう足を止め、大通りに出てタクシーをつかまえた。

　気持ちを仕事に向け、落ちていた気持ちを鼓舞する。

　どうして気分が落ちていたのかよくわからない。羨ましいとでも思ったのだろうか。

　そんなことを考えているとタクシーは会社に到着し、代金を支払った。

　盛大なため息をはきそうになったところで「アムール」の扉を開く。

　すると、神田さんが待っていました！　とばかりの勢いで私のところにやってきた。

「社長！　お帰りなさい！」

「た、ただいま……神田さん、どうしたの？」

　彼女の勢いに若干引き気味になっていると、ものすごくいい笑顔で私を見上げる。

　その両手にはラグジュアリーな色使いの紙袋が握られていた。

「届きましたよ！　この前、注文していた下着」

「あっ、あれ……」

　そういえば、神田さんに流されて買った、すごくいやらしいデザインの下着があったことを思い出した。

　仕事に集中していたからすっかり頭の中から抜けていたんだ。

「はい！　これが社長のぶんです。旦那さん、喜んでくれるといいですね！」

　きっと私が喜んでくれるだろうと期待に胸を膨らませている彼女の瞳を見たら、苦い顔はできない。

「が、頑張って着てみるね……すごく勇気がいるけど」

「大丈夫ですよ！　社長ならきっと似合います！」

　神田さんに勇気づけられ、その日は落とさないように力を込めて紙袋を持ち、緊張しながらマンションへと帰った。
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「おかえり、今日は俺の方が早かったな」

「た、ただいま！」

　仕事を終えて帰宅すると柊はすでに帰っていて、慌てて下着が入った紙袋を隠した。

　私の様子に首を傾げていたけれど「着替えてくるね！」と急いで寝室に向かったから、それ以上彼と言葉を交わすことをせずに何とか済んだ。

　自分がいったいどんな下着を買ったのか思い出せない……一人寝室で静かに封を開けてみた。

「うっ……わあ……想像以上にすごいデザイン……」

　紙袋から出てきたのは、紐で止めるデザインのブラとショーツだ。

　一応大事なところは布で隠れているけれど、あまりにも布面積が小さくて少しずらしただけで簡単に見えてしまいそう。

　色は紐がブラックで布部分は紫色。小さめのフリルが付いているおかげで、ちょっとは可愛いと思えるけど……。

「さすがに……柊の前でこれを着るのは無理だわ」

　ハハッと苦い笑いを零し、顔の前まで持ち上げて眺めながら独り言をつぶやく。何度見てもすごいデザインに、自然と身体が火照ってきて顔まで熱くなってくる。

　さっさとクローゼットの下着ケースに入れておこうと思っていると、いきなりドアが開いた。

「光、帰ってきてずっと寝室にいるけど何をしてるんだ？」

「わああああああ！」

　ずっと寝室にこもってしまい、出てこなかった私を不思議に思った柊がやってきた。

　その瞬間、視線はばっちり下着を見ていた！　慌てて隠したけれど、見られてしまった可能性は高い……！

「み、み、見た？」

「……知らないふりした方がよかったか？　その、サプライズ的な……」

　これは柊ってば、私が着ることを前提に話している？

　だって口元がすごく緩んでいるし、めちゃくちゃ笑顔になってる！

「ち、違う違う！　私、こんなの着ないから！」

「なんだ、着ないのか。残念。ぬか喜びじゃないか」

　そしてあからさまに落胆した顔を見せ、小さなため息をついた。

　その態度に、柊でもこんな下着に興味があるんだ……と気づく。

　神田さんの言ったとおり、男性はこういう下着が好きなんだろうか。

　どきどきする胸を押さえながら、小さな声で質問をしてみた。

「柊も好きなんだ。その……こういうの」

「柊もってどういう意味？」

　訝しげに問われ、誤解されたら困ると思って慌てて両手を振って訂正する。

　でも、その時手に持っていた下着を思い切り振り回してしまい、さらに慌てる私を見て柊が爆笑していた。

「ぶ、部下の子が！　倦怠期になったらこんな下着を着て、彼氏を喜ばせているって言ってたの。だから、社長も買ってみてくださいって言われて……！」

「だから、買ったのか。そうだよな、光がこんな買い物をするわけないもんな」

　私の話を聞いて、笑いながらも納得した表情をした柊はずっとくすくす笑っている。

　そしてドアを閉めて絨毯の上に座っている私のもとへやってきて、視線を合わせてくれた。

「でも、俺は光が着るから嬉しいだけだぞ。光以外の女が着ていてもなんとも思わない」

　熱い瞳で見つめられながら愛しい人にそう言われて、ときめかない女なんていないと思う。

　これって……着た方がいいよね？　その方が柊は喜ぶよね。

　そうは思っていても、なかなか決心がつかない。

　さあ、どうしよう……と困惑していると、柊が私の手から下着を取った。

「……着てくれないのか？」

　ねだるように下から見上げられて、一気に熱が身体に走る。

　これは……私が着ることを期待してくれてるってことだ。

「で、でも、私なんかが着たって……」

「ああ、光はそのままでも十分魅力的だけど、たまには違う光も見てみたいな。こんなセクシーな下着を着ている光を想像しただけで……」

「ちょ、ちょっと想像なんかしないで！　恥ずかしい！」

「じゃあ、本物が見たいな……ダメか？」

　下着を持っていない方の手で頬をするりと撫でられ、懇願されるように見つめられる。

　柊、本気だ……。

「み、見たいの？」

「うん、見たい」

　即答で言われ、脱力感とともに緊張感が走る。

　彼の手元にある下着はいったん絨毯に置かれ、私の視線はそこに集中してしまう。

　たしかに恥ずかしい。だけど、この一か月間を思い返せば、結婚してすぐに今の仕事を中心とした生活になったのに、柊は一度も文句を言わず私を応援してくれた。

　それなのに、下着のリクエストくらいで渋るなんて、あまりにもわがままじゃないだろうか。

　き、着てしまえば……きっと大丈夫よね……。

「……光。無理をしなくていいよ」

「き、着る」

「えっ？」

「着替えるから……少しの間、寝室から出てて」

「ちょ、光……」

　彼の身体を両腕でグイっと押し、寝室から出てもらい勢いのまま着ていたスーツも身に着けていた下着も脱ぎ捨てた。

　そして意を決してセクシーな下着を身に着ける。

「ほ、ほとんど着ている感覚がない……」

　心もとない紐で固定されているブラとショーツは、本当に身に着けているのかわからないくらいの感覚だ。

　でも、開放感があり、いつも感じている窮屈さもないから、かなりストレスフリーな状態ではある。

　これ、こういう下着が好きな人の気持ちが少しわかるかも……そう感じていると、ドアがノックされた。

「光。別に無理しなくていいぞ。俺はお前が嫌がることをしたくないから」

　優しい声で諭してくれる柊は、ひどく申し訳なさそうだ。

　彼の優しい声を耳にしても心臓の大きな音は止まらず、緊張から身体が硬くなる。

　こんな下着を身に着けているせいか動きもぎこちなくなり、歩く歩幅も狭くなった。

　でも、今の私を見て柊が喜んでくれるなら……究極に恥ずかしいけど頑張れる気がする。

　私は両手を胸の前に当てながら足を絨毯に滑らせてドアに向かい、電気を橙色の薄暗い灯りに変えてからゆっくりと開ける。

「……大丈夫……来て」

　うつむき加減から、柊を見上げるとごくりと息をのむ音が聞こえた。

　興奮してくれている……そう気づいただけで下腹部あたりが甘く疼いてくる。

　彼は私の肩を右手で優しく撫で、グッと引き寄せた。

「すごい……直視できないくらい魅力的だ」

「な、なに、それ」

「ずっと見ていたら理性なんか簡単に吹っ飛びそうだってこと」

　そう言いながら、左手はお尻をずっと撫でている。

　紐だけで固定されているショーツからお尻は全部露わになっているのだ。

「光の身体を抱きしめていると、ホッとすると同時にめちゃくちゃ煽られるんだよな。この手、どうしよう。止まらない」

「アハハ！　やだ、なにそれ」

　彼に抱きすくめられながら、発した言葉がおかしくて笑いが止まらない。

　私の体型は瘦せ型というより、ボリュームがある体型だ。

　胸もお尻も肉付きがいいから必要以上にそこが強調されてしまい、さらに顔だちも派手だから、学生時代なんかアルバイト先の居酒屋でおじさんに「そそられる体つきだね」とセクハラをされたこともある。

　こんな自分の体型がずっとコンプレックスだったけど、柊はよく「安心する」「ホッとする」と言ってくれる。

　それが本当に嬉しかった。

　でも今はそうじゃないみたい。お尻をも揉み続けていた手は腰をなぞり、下から胸を持ち上げるように包んできた。

「しゅ、柊……ここでするの？　ベッドはそこにあるよ」

「ベッドまで行くのがじれったい」

　そう言いながら押さえつけられた下半身から、スウェット越しに硬く反りあがったものを太ももに感じた。

　柊のもの、いつからこんなになっていたんだろう……！

　そこばかりに集中していると、右手でうなじを支えられ唇を食むキスが繰り返される。

「んっ……」

　彼の柔らかい唇が私の上唇と下唇を食べるように咥え、それを何度も繰り返す。

　キスに夢中になっていると彼の手で包まれていた胸が手の中で揺れ、形を変える。

　小さな布に隠れている胸の先端は、甘い刺激に敏感に反応してその先端は硬く尖り、存在を主張し始めた。

「ここ、可愛い」

　柊が親指で先端を左右に擦る。布越しに刺激され私は「ひゃっ！」と甘い声を発した。

「大事なところが見えそうで見えないのがいいね」

「こ、この下着……気に入ってくれた？」

「下着がというより、こういう下着を着た光が好き」

　そう言いながら胸の先端を親指で擦り、両手で寄せあげた胸の谷間に柊は顔を埋める。

　甘い刺激を感じながらその動作が愛おしくて、つい頭を撫でてしまった。

「じゃあ……時々、着てみようかな」

「本当？　それは嬉しいな」

　こんなことで嬉々とした表情を見せられると、こそばゆい感情に襲われるけれど悪い気はしない。

　そう思えるということは、私も少しはこの下着を気に入ってしまっているのかも……まぁ、柊が喜んでくれるならこれからも頑張って着てみようか。

「んっ……」

　いろいろ考えていると、柊が小さな布を噛んで横にずらし、硬く尖っている胸の先端を口に含む。

　生温かい咥内の中で彼の柔らかい舌に先端は簡単に翻弄され、じれったい疼きが下腹部に広がっていく。

「あっ……ああ……」

　強く吸われ、ころころとデザートのように転がされる先端は、少しの刺激だけで敏感に反応してしまう。

　足が痙攣するようにびくびくと動きうまく立っていられない。

「柊……私、もう立てない……」

「んっ……じゃあベッドに行こうか」

　簡単に快楽に落ちていく私を、柊は横抱きにして持ち上げてベッドまで連れていく。

　ベッドの上に私をゆっくりとおろし、柊は自分の服を全て脱ぎ捨てた。

　趣味の筋トレやジムで水泳を欠かさず行っているおかげで、柊の身体は相変わらず逞しい筋肉でできている。

　柊は私の身体で安心するって言ってくれたりするけど、私も心身ともに疲れている時に彼の強く逞しい身体に触れると心底安堵した癒しに包まれて、ホッとする。

　だけど、今は興奮の方が勝り、身体全身がやけどしそうなくらい熱い。

「光、いい顔してる」

　恍惚とした私の表情を見て、満足げな彼の両手がまた私の胸を揉み解し、親指で敏感なところを布越しに擦り始めた。

　下腹部の茂みも布越しに彼の硬く反りあがったものがぐりぐりと押し付けられ、自然と腰が動いてしまう。

　じれったい甘い疼きに、紐で結ばれている下着は少しでも身体をよじらせると簡単に乱れて解けてしまいそう。

　だけど、そんなことも気にならないくらい、私は彼から与えられる快楽に溺れている。

「柊……」

「んっ？　なに？」

　私が言いたいことわかっているくせに、わざと言わせようと彼は首を傾けて微笑んでいる。

　布越しに胸の先端を摘ままれてくりくりと擦られ、茂みの上部にある一番敏感な小さな粒に彼自身の先をピンポイントで当てて上下に擦り、強い刺激を与えてくる。

「あっ、んん！」

　同時に擦られるたびに足先まで甘い電流が走り、どうにかして快楽を逃がすために必死に悶えた。

　だけど、下着が乱れるだけで私はずっと与えられる快楽に嬌声をあげ続けてしまう。

「ハハッ……想像以上にいやらしいね。こんな光、見たことない」

　柊も余裕がないのか、かすれた声で語りかけてくる。

　息も荒くて触れ合っている部分が熱い。

　肩で息をして枕を握りしめていると、ショーツのクロッチの隙間から彼の指が入ってきた。

　すでに大量の愛液にまみれた秘部の中に彼の人差し指は簡単に入り、入り口を少しかき回しただけで卑猥な音がする。

「もうこんなになってる……もう少し中に入れてもいい？」

「う……ん」

　彼に触れられると思うだけで、秘部の中が疼き始める。

　下腹部がきゅうっとなって甘い快感を期待してしまう私。

　この下着をつけただけで、随分と積極的な身体になってしまった気がする。

　身に着けるものでメンタルは変わるというけど、まさに今そんな感じだ。

　柊の人差し指がゆっくりと私の奥に入ってくる。指を鍵型に曲げ、膣壁を指先で何度も擦られると、途端に強い刺激に襲われた。

「んんっ！」

「光、まだちょっと触っただけだよ」

「そう……だけど……あっ！」

　甘い上擦った声が勝手に口から零れる。

　私の反応がいつもより大きいことに柊は驚いているかもしれない。

　だけど、柊ならこんな私も受け入れてくれるはず。だって、今も虚ろな瞳を開けて彼を見上げると、恍惚とした瞳で私を見てくれている。

「どうしよう、光の反応がいつもより可愛い。もっと見せて」

　そう言いながら指を二本に増やし、ばらばらに動かして膣壁を擦りあげてくる。

　倍に増した甘い刺激に襲われて下腹部に力が入り、腰が思い切り浮いてしまう。

「やっ……あぁ！　まっ……て！」

　身体をよじらせ、快楽を我慢している私を見て柊がごくりと喉を鳴らせた。

「ああ、もうだめだ。もうちょっとこの姿を堪能したかったけど、挿れていい？」

　はち切れんばかりに反りあがった彼自身を披裂に当てて擦り、焦った声で懇願される。

　今すぐにでも中に入りたくて堪らないって感じだ。

　擦り合うところから水音がぐちょぐちょと鳴り、披裂に与えられる僅かな刺激に身体が震える。

　私の身体も心も彼を欲していて、秘部の中はひくひくしていた。

「うん……挿れて」

　自分でも信じられないくらい甘えた声で柊を欲しがると、彼は嬉しそうに避妊具をベッドのサイドテーブルの引き出しから取り出し、素早く装着した。

　これで子どもを作る機会を一回逃すんだ……という考えが一瞬頭の中に浮かび、驚きながらもかぶりを振って忘れた。

　そんな私に気づかない柊は準備を終えると覆い被さってきて、私を真っ直ぐに見下ろす。

「もったいないけど、取るぞ」

「うん」

　彼はショーツの紐を解き、足元からするりと脱がせた。

　柊は私の身体を上から下までじっくりと見た後、おもむろに両手を内太ももに添え、ぐっと開く。

　彼の目の前で茂みの奥が露わになり、さすがにこの体勢には羞恥心しかなくて、身体をよじらせて隠そうとするけど彼の力にはびくともしない。

「は、恥ずかしいよ、柊……」

「そうか？　何度見てもいい眺めだぞ。それに今回はあんまり解かしてあげられなかったから、しっかり解しておかないと痛いだろ」

「でも……あっ！」

　私が逃げようとしている間に、彼の舌が秘部の中へとぬるりと入り込んでくる。

　それは披裂の縁を舐め回し、彼の舌が動くたび、身体全身に甘美な快楽に襲われて背中が浮いてしまう。

「はあ……！　あっ……まっ……ああ！」

　秘部の中を柊の柔らかい舌が自由自在に動き回り、膣壁を舐め回され、強い力で吸われると、卑猥な水音が部屋に響く。

　強烈な快感に足先が痙攣みたいに痺れて腰が浮いてしまい、手はシーツを思い切り握りしめている。

　そして柊の親指が披裂の上にある小さな粒を小刻みに擦り、膣内の壁の気持ちいいところを舌で弄られると、あっという間に頭の中が真っ白になり、目の前がパチンと弾けた。

「……イッた？」

　私の愛液で濡れている口元を手で拭い、熱い瞳で見下ろしてくる。

　私の身体は脱力感でいっぱいでうまく返事ができず、首を静かに頷けた。

「うん、よかった。これでもう十分に解せたね」

「あっ、ま、待って……まだ……」

　私の止める声を聞かず、柊は私の足を広げ自身の腰を押し付けて彼自身を私の中に押し込んでいく。

　圧迫感を感じながらもいとも簡単に入ったそれを私の中はすんなりと彼自身を受け入れ、最奥まであっさりと届いた。

「はぁぁ……」

「はっ……気持ちいい……」

　膜越しでもわかる彼の熱いものが最奥を突くたび、下腹部をまたきゅうっとしめ付ける。さっきイッたばかりだから過敏になっているのか、いつも以上に刺激が強い……！

「あっ！　だ、め……！　また……！」

　彼は私の腰をしっかりと掴み、最初から激しい抽挿を繰り返しているから、ずっと強い快感が止まらない。

　私の内太ももには愛液が垂れてきてシーツもきっとぐしょ濡れだ。

　激しく突いては抜き、彼自身を強い力で最奥まで打ち付けてくるから、さっきの衝動にまた襲われる。

　秘部の中の最も感じる壁を彼自身の熱いもので集中的に攻められるのは、舌で舐め回されるのとは段違いの快感だ。

「あっ……！　ああ！　う……んん……！」

　甲高い私の嬌声と肌と肌がぶつかり合う音、そして隠微な水音とベッドの軋む音が部屋に響く。

　私の中も彼自身をぎゅうっとしめ付けて離さない。

「くっ……イく……」

「しゅ、う……私、も……」

　全身を揺らされ、乱れたまましっとりと汗を掻いた肌を重ね合わせた私たちは、ほぼ同時に果てた。

　熱い吐息を零し、お互いぐったりとして汗ばんだ身体で抱き合う。

「光、今日も可愛かった」

「もう、そうやってすぐ可愛いって言うの恥ずかしいよ」

　甘い言葉を言う柊の言葉に照れながら、彼の肩をぽんっと軽く叩く。

　繋がっている部分がじんわりと温かいのは、彼自身が迸ったものがあるから。

　これがいつか私の中に注がれる日はやってくるのかな。

　生々しい自分の考えは今の私達には現実的に考えられなくて、今は甘く囁いてくれる柊との二人の時間を堪能しようと考えるようにした。







第三章








　柊との新婚生活も二年が経った。

　昨日は結婚記念日で、彼からプロポーズされたホテルのレストランで一緒にお祝いのディナーを楽しんだ。

　二年経っても私たちの関係は変わらず良好。大きな喧嘩もなく、お互い思いやりを忘れず仲良く暮らしている。

　私の左手の小指に輝くのは、柊から二年日の記念でプレゼントにもらったピンキーリングだ。

　小ぶりのピンクダイヤモンドが中央に輝いており、シンプルなデザインでとても気に入っている。

　パソコンのキーボードを打つたび昨日のことと柊のことを思い出して、とても幸せな気持ちになれた。

　こうしてプライベートも充実しているけれど「アムール」の方も業績は右肩上がりで、順調に売り上げを伸ばしている。

　駅前の雑居ビルから移転して都心のオフィス街にある高層タワーの一部屋に事務所を構え、内勤とリモートワークの社員を合わせて二十人ほどの社員を雇えるまで成長した。

　美容サプリに加え、女性の身体特有の悩みに沿ったサプリを発売したり、自然派化粧品では敏感肌や肌の悩みに合わせたスキンケアを開発して、その商品の性能の良さからすっかり固定ファンもついた。

　新作が出るたびに誌面やＳＮＳなどでモデルやタレントたちに、お気に入りのアイテムとして紹介してもらっている。

　そのおかげもあって会社も急成長し、私も社長業を忙しくこなしている。

　ただ、この二年の間に一番の変化があったのは、神田さんだろう。

　彼女は一年前に結婚をしてすぐに妊娠し、今ちょうど臨月を迎える。

「育休が明けたら、またバリバリ働きますね！」と彼女らしく頼もしい伝言を残して、育休へと入った。

　神田さんが復帰までの間は派遣社員の市いち井いさんという方に来てもらっているけれど、その女性も保育園に子どもを預けながら働いているという。

　挨拶もかねて一年前に銀座にできた「オーンジュ」に二人で出向いた時だった。

　藤川オーナーは宣言通り託児所完備の新しい店舗を立ち上げ、女性が働きやすい環境というものを第一に考えたこの店舗は、活き活きと働く子持ちの女性の姿がいつでもある。

「いいですよね、託児所が完備されているなんて。うらやましいなあ」

　市井さんが託児所を眺めながらうらやましそうにつぶやいている。

　特に悪気はなく言ったのだろうけど、だからこそ本音の呟きなんだろうなと感じた。

　店舗の奥にある託児所には保育士が二人、子どもが十人近くいる。

　きちんと隔離はされていて、関係者以外立ち入り禁止にしており、店舗にまで子どもは入れないようにセキュリティも万全だ。

　託児所の隣にスタッフの休憩室があり、そこで藤川オーナーは待機している。

　子どもたちの騒ぐ声を耳にしながら通路を渡る。すると、市井さんがずっと笑っていた。

「どうしたの？」

「いえ、子どもの声ってなんだか自然と笑顔になれちゃうんですよね。普段は家にいる時はうるさーいとか思っちゃうのに、聞かない時間があると恋しくなります」

　クスクスと笑いを零しながら、子どもたちを見る市井さんの表情はとても穏やかだ。

　これが母親の顔というものなのかな。私もつられて笑ってしまう。

「へえ、そういうものなのね」

「ずっと一緒にいると体力もメンタルも辛いんですけど、笑顔や寝顔を見ているとこの子がいるから頑張れると思えるんです。それに、大好きな夫との子どもを授かれたことも幸せですから」

「あー、なんだか会いたくなってきちゃったな」と託児所にいる子どもを見ながら市井さんは呟いていた。

　私は彼女の言葉に少なからずとも影響を受けてしまい、しばらくの間無言になってしまう。

「す、すみません。仕事中に子どもに会いたいだなんて言ってしまって」

　無言になった私が怒ったのかと思ったのか、市井さんが慌てて頭を下げて謝罪をしたのを見てそんなつもりは全くなかった私は、慌てて口を開いた。

「あっ、違うのよ。ごめんなさい、考えごとをしていただけで……市井さんはお母さんなんだもの。子どもを見たら会いたくなるのは当然よ」

　この感覚は子どもを産んだ人にしかわからない感情だろう。

　そう思うと、すごく納得できた。と同時に、私も子どもを産んだら市井さんのようなことを仕事中でも考えてしまうのだろうか。

　いつか柊との子どもを産めたら……でも、この二年間、結局子どものことについて柊と具体的に話したことは一度もない。

　だから、そもそも彼が子どもを望んでいるのかわからないのだ。

　もし、子どもを望んでいなかったら口論になってしまったりするかな。

　それに仕事はどうする？　社長である私が何年も仕事を離れるなんて想像できない。

　やっぱり子どもなんてまだまだ不可能なことだ。でも、私は今二十九歳。三十まであっという間だ。

　それに柊との子どもを授かりたいという強い気持ちも心の奥底にある。

　こうして身近に子どもを産み、育てている彼女たちを見ているから、私も母親としてこの先の人生を歩んでいきたいという気持ちもある。

　愛する人との子どもだもの。絶対に可愛いし愛おしいに決まっている。

　だけど、仕事はどうする？

　そんな答えのない問題を一人でぐるぐると考えながら、藤川オーナーが待つ部屋の扉をノックして無理矢理仕事モードに頭を切り替えた。
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　光との結婚生活も昨日で二年目を迎えた。

　新婚当初の時と比べたら二人での生活にも随分と慣れたが、二年経った今でも彼女を愛おしいと思う気持ちはまだまだ膨らんでいく。

　こんな予想外のことになるとは自分でも驚いている。

　毎日、疲れた顔で帰ってくるけれど、それでも仕事の話をしている光の顔はとても生き生きとしていて本当に魅力的だ。

　自分の仕事にやりがいを感じて輝いている彼女は眩くて、それが俺の仕事へのモチベーションにも繋がっていることを、光は気づいているだろうか。

　仕事を頑張っている彼女を見て刺激を受け、俺も新たにプロジェクトを開始させた。

「トライル」は自然派化粧品メーカーだから既存製品は肌に優しいもの、成分にこだわりがあるものをコンセプトにしていた。

　だが、これからはそれだけでは現状維持をすることはできても、業績をこれ以上伸ばすことはできない。

「トライル」にも新しい風が必要だと企画開発部と情報を共有して、新しいメイク用品開発プロジェクトを進めている。

　万人受けしてなおかつ流行を追い、さらにはコスパのいいコスメを市場に出そうとなるとかなりハードルが高くなる。

　だが、難しいことでもチャレンジしてみなければ何事も結果は出ない。光がそのことを身をもって教えてくれた。

　独立して会社を起業させ、地道な努力を積み重ねて、少しずつだけど成功を掴んでいる。そんな彼女を見続けているから、無謀なことでもやってみようと思えるんだ。

　今日は午後から企画開発部の社員とリップスティックの色味のモニタリング結果を共有する打ち合わせがある。

　午後まで時間があるから部下たちの報告書に目を通しておこうと思っていたら、小林がデスクまでやってきた。

「朝永！　悪い、今保育園から電話がかかってきて、子どもが熱を出したみたいなんだ。今から早退してもいいか？」

　仕事中は役職が上である俺に対して敬語を使う小林だが、それを忘れるほど動揺している。

　小林の奥さんは二人目を妊娠中で切迫早産の危険性があり、現在入院中だ。

　その間、小林と一人目の子どもだけで過ごしていて、今日は子どもの体調が悪そうだったらしいが小林がどうしても抜けられない外回りの仕事があり、後ろ髪を引かれる思いをしながら子どもを預けてきたと、焦っているのか小林らしくない早口で現状を説明してくれた。

「そんな事情があるなら、どうしてもっと早くに言わないんだ」

「だって、今日は俺が担当する地域の店舗で、新商品の販売スペースの確保が決まる打ち合わせだっただろ。責任者の俺が抜けるわけにはいかない」

「そうだが……」

「でも、その打ち合わせも終わったから、帰って大丈夫か？　あっ、大丈夫でしょうか」

「こんな時まで敬語のことを気にしなくていい。今すぐ迎えに行ってお子さんを安心させてやってくれ。あと、明日は休んでいいから。俺が変わりに外回りに行ってくる」

「すまない！　借りは必ず返すから！」

　小林は礼を言いながら周りの同僚に挨拶をして営業課を出ていく。

　大変だな……と他人事のように思いながら、報告書に目を通した。

　羅列する文字を読みながら、思い出すのは毎週のようにくる両親からのメッセージだ。

　内容はいつも同じ。【子どもはいつ？】【光さんはどう思っているの？】【光さん、お仕事が忙しいのはいいことだけど、そろそろ子どものことを考えてもいいんじゃないの？】と、このようなメールが俺のところに届く。

　まだ、直接光に伝えないだけマシなのだろうが、こればかりは俺一人の独断で決めるわけにはいかないので、返事に毎回悩んでいた。

　今日は金曜日。そろそろ届くころだろうか。

　さっきの小林の姿を見て、一気に今までのメッセージの内容を思い出し、浅いため息を吐いてしまう。

　今、小さい会社ながらも代表の光は社長として成功をし、子どものことなんか考える暇なんかないだろう。

　子どもが嫌いとは聞いたことはないが、今のタイミングで身籠るべきではないとは思っているはず。

　俺も今の状況を考えると、現状維持の生活のままで十分だと思う。

　せっかく会社を起業して成功を掴んだんだ。彼女の気が済むまで思う存分やらせてあげたい。

　ただ、さっきの小林の様子を見る限り子どもができたら大変そうだが、それだけじゃない幸せをいつもあいつから感じ取ることができる。

　その時は素直にうらやましいと思い、いつか光に俺の子どもを産んで欲しいと強く願ってしまう。

　そうなれば一生をかけて家族を守っていくと誓えるのに。

　でも、その時はまだまだ先のことだろう。こればかりは本当に一人で決められないことだ。それに、仕事を頑張っている光に子どもの話をするのは、あまりにも思いやりがない行動に思える。

　俺達夫婦には縁遠い話だ。

　そう思うことにして残っている仕事を片付け、親にも【また改めて連絡をする】とだけ返信をした。
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　やっと訪れた週末の日曜日。

　平日の忙殺から解放され、日頃の疲れを癒すためリフレッシュサロンにやってきた。

　ここは「オーンジュ」の系列店だ。藤川オーナーから勧められ、身体のメンテナンスのため週に一度くらいの頻度で利用させてもらっている。

　ヘッドマッサージから中国式のフットケアまで、担当のリフレクソロジストが丹念に凝りをほぐしてくれ、一週間の疲れを取ってくれる。

　こんないいサロンを紹介してくれた藤川オーナーには本当に感謝しかないなぁとしみじみ思いながら、施術が終わったあとコーヒーショップで一息ついていた。

　これが私の休日の過ごし方となっていた。

　柊は今頃ジムでトレーニングをしている頃だ。

　新婚当時は私も一緒に行っていたけれど、もう二年も経つとつねに一緒に行動をすることは昔ほど多くなく、それぞれ好きなことを過ごす休日を送っている。

　これも二人の生活ならでは過ごし方だと思う。

　これが心地いいと感じてしまうあたり、やはり、仕事が中心の生活の私たちはまだ二人の方がいいのかもしれない。こういう時、そう感じる。

　でも、ホットコーヒーを両手で持ちながらガラス窓に映る家族連れを見かけた時、無性にうらやましく感じるのは、きっと家族というものを心の奥底で懇願しているからなのだろう。

　つい「いいなぁ」とつぶやきたくなってしまう。

「帰ろ」

　心がしんみりしてしまう時は、居心地のいい家に帰るのが一番だ。

　コーヒーは半分ほど残っていたけれど、飲み残しのごみ箱に捨て、カップも捨ててしまう。

　今日の夕ご飯は久しぶりに外食でもしようか。

　そんなことを考えながら、帰路に就いた。
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「えっ……」

　徒歩で自宅のマンションに到着した時、見慣れた二人が視界に入り、息が止まるくらいびっくりした。

「お、お義父さん、お義母さん……！」

　マンションのエントランスホールにある来客用のソファで寛いでいたのは、柊のご両親だった。

　二人とも私を見つけると笑顔で立ち上がり、こちらに駆け寄ってくる。

「光さん、お久しぶりね。元気だった？」

「お、お久しぶりです……えっ、えっと……今日お会いする予定でしたか……？」

「急に来ちゃってごめんなさいね。でも、柊に連絡してもあんまりいい反応がないから、アポなしで来ちゃったの」

　満面の笑みでそういう義母は、両手を合わせて謝罪のポーズをしている。

　後ろにいる義父も苦笑いを零していて、申し訳なさそうな表情をしていた。

　ただ私は突然のことにとにかく家に案内しなくては！　という思いで精一杯だ。

「そ、そうでしたか！　外出してしまっていてすみません！　家の中にどうぞ……！」

　手櫛で慌てて髪を整え、しどろもどろになりながら彼のご両親をエレベーターへと誘導する。

　仕事だと突然のトラブルでもすぐに対処できるのに、柊のご両親というだけで今でも違う緊張感に襲われ、いつもうまく喋れなくて背中には冷や汗を掻いている私。

　でも、彼のご両親は私の対応に満足してくれているのか、笑顔で着いてきてくれた。

　ちらっと自分の腕時計を見て時間を確認すると、今はお昼の三時。

　柊がジムから帰ってくるのはいつも五時前くらいだから、あと二時間は一人で相手をしなきゃいけない。

　今すぐ柊に帰ってきてもらいたいけれど、彼はトレーニング中は集中したいからとジムのロッカーにスマホを入れっぱなしにしていて、まず連絡は取れない。

　仕方ない……なんとかたわいない話をして二時間持たせよう。

　まずは近況報告かな。でも、私の方は特に変わったことはないし、ご両親もお義父さんはまだ働いておられるし、お義母さんもお花のお稽古事を熱心にされているという情報があるくらい。

　また何か熱中されている趣味でもないか聞いてみようか。

　そんなことを頭の中でぐるぐると考えていたら、エレベーターは二十四階で停まり、私達が住んでいるフロアに到着した。

「引っ越しした時に来た以来だけど、やっぱり高層階になると眺めがいいわねぇ。いい暮らしをしていてうらやましいわ」

「いえ、それほどでも……」

「光さん、お仕事をかなり頑張っていると柊から聞いているから、随分と稼いでいるのでしょうね」

「そんなことないです。柊さんにも協力してもらっていて、生活ができていますから」

　愛想笑いをしながら、現状をそのまま伝えるとお義母さんは渋い顔をした。

　あれ、私なにか間違ったことを言ってしまっただろうか。

　焦りばかりが生まれてきて、正解の言葉が見つからない。

「柊のお給料もそんなに悪くないと思うのだけど。あの子のお給料だけじゃやっていけないの？」

「えっと……それは……」

「おい、そういう話は外でするもんじゃない。家の中でしなさい」

　そう言いながら笑顔のお義父さんは助け舟を出したつもりらしいけれど、私からすれば家の中だったらそういう話をするってこと？　と不安な方に考えてしまう。

　これは一刻も早く柊に帰ってきてもらわなければ……！

「しゅ、柊さんにお二人が来たことを連絡しますね」

　ハハハ……と笑いながら、スマホで素早い操作で早く帰ってきて欲しいという内容を作成する。

　そして二人を家の中に案内し、リビングのソファに座ってもらうと、時間稼ぎもかねてコーヒー豆を炒ることから始めた。

　それでも稼げる時間は限られていて、コーヒーをカップに淹れると取引先からお歳暮にもらった洋菓子をプレートに並べ、リビングに持って行く。

「お待たせしました。すみません、家にあるものがいただきものの焼き菓子しかなくて」

「あら、ありがとう。とっても美味しそうね。やっぱり社長さんになると、贈り物も豪華なものをもらえるのねぇ。よかったわね、社長で成功して」

　これは嫌味……？　いや、柊のお義母さんはそんなことを言うタイプじゃなかったよね。これは素直な感想なのだろうと考えなおし、テーブルにコーヒーとお菓子のプレートを並べる。

「そうそう私達からも手土産があるのよ。これ、二人でどうぞ」

　渡された紙袋の中には健康を重視したサプリメントやお茶の葉、それにお守りが入っていて頭の中で年始でもない今頃にお守り？　となったけれど、笑顔で受け取った。

「ありがとうございます。大切にしますね」

「ここに来る途中、ご近所の方に聞いた子宝に恵まれることで有名な神社によってきたの。今度、ぜひ二人で参拝に行ってくるといいわ」

「えっ……は、はい」

　このお守りは子宝のお守りなの？　しかもよく見ればお茶も葉酸エキスが入ったお茶やサプリまである……！

　私の驚いた顔を見て、お義母さんはにっこりと笑顔になった。

「ねぇ、光さん。もうここまで言ったら、私たちが何を言いに来たかわかっていると思うの」

　お義母さんはお義父さんをちらっと見た後、姿勢を正して私の目を真っすぐに見て離さない。

　私は慌てて座りなおして正座をした。

「あなたたち、もうそろそろ三十歳になるけれど、子どものことはどう考えているの？」

　ストレートに問いかけられた言葉に、目を見開き無言になってしまう。

　まさか、柊のご両親が訪れた理由が子どものことだったなんて。

　いつか聞かれるかもしれないと覚悟はしていたけれど、それが今日だとは予想もしていなかった！

　どう返事しようかと頭を必死に働かせていると、お義母さんが盛大なため息を吐く。

「柊に聞いてもはぐらかすばかりで全く進展がないから、こうなったら直接光さんに聞いてしまおうと思って。お仕事が忙しいことはいいことだけど、母親になることは考えていないのかしら」

「そ、れは……」

　柊がご両親から子どものことを聞かれているなんて全く知らなかった。

　柊、私にはずっと秘密にしてくれていたんだ。

　きっと、私が気にしないようにしてくれていたんだろう。

　彼の気遣いが嬉しい。だけど、同時にそんなことをさせてしまっていた責任も強く感じていた。

　そして、返事に困っていると、お義父さんが口を開く。

「俺たちもいつまでも若くないんだ。できれば元気なうちに孫の顔を見ておきたい」

　お義父さんの顔は、お義母さんとはまた違う切なげな表情だ。これも本音だろう。

　お義母さんの私と柊の年齢に関する不安、そしてお義父さんの自分たちの年齢に対する不安。

　どちらも当たり前のようにいつかはぶち当たる壁だ。それを義両親は言っている。

「結婚してすぐに子どもはまだ早いと思って何も言わなかったけれど、あなたたち、結婚して二年になるでしょ？　それなのに光さんはお仕事ばかり精を出しているようだし、柊もそのことを応援している。その形が悪いとは言わないわ。でも、子どもを産む予定があるのなら早い方が絶対にいいと思うの。だから、お仕事もそろそろ辞めた方が……」

「それは絶対に無理です！」

　咄嗟に大声で言ってしまった。

　仕事を辞める？　そんな選択肢、私の中では全くないし無理に決まっている。

「会社には働いてくれている社員がいて、社員たちにも生活があります。それにこの仕事を好きだと言ってくれるし、私も仕事が大好きです。もっとやってみたいことがたくさんあるんです」

「じゃああなたは仕事と結婚したというの？　それとも仕事が子どもだと思っているの？」

　仕事が子ども？　そんなふうに考えたことはなかった。

　でも、今の私を見られていたらそんなふうに思われても仕方ないのだろうか。

　仕事は大切だ。それに働くことも大好きだ。

　それを否定された気持ちになり、ついムキになって反論してしまった。

　だって仕事を子どもと位置付けるのは違うと思う。

　私は「アムール」が大切だ。それだけじゃいけないの？

「待ちなさい。お前の仕事を辞めろと言うのは言い過ぎだ。光さん、それはすまない」

　私が戸惑っていると、お義父さんが間に入ってくれ、頭を下げて謝ってくれた。

「だけど、光さん。どうか、現実を見て欲しい。身体に不調がないのであれば、柊の子どもを産めるのは妻であるキミだけだ。もし将来子どもを産むことを考えているのなら、今の光さんの立場を今一度、考え直して欲しい」

　柊の子どもを産めるのは私だけ……その言葉は私の胸の奥にずしんと響いた。

　まさに現実を突きつけられた気がする。

　当たり前のことを言われただけなのに、彼の両親から言われるとこんなにも重く圧し掛かることなんだ。

　私が無言になって何も言えなくなったところで、両親の雰囲気が落ち着いたように感じる。

　言いたいことが言えてすっとしたのだろうか。表情も柔らかくなった気がした。

「別に脅しに来たわけじゃない。ただ、結婚してもう二年も経つし、そろそろ子どものことに関してもう少し真剣に柊と話し合って欲しいと思ってね。余計なお節介をしてすまない」

「次に会う時は、いい報告を聞けるのを楽しみにしているわね」

　二人とも笑顔でそう言い、コーヒーに口をつけてニコニコとした笑顔で私を見ている。

　この時、どんな顔をしていいかわからなくて、うまく笑えていなかった気がする。

　それでもなんとか会話を続け、雰囲気が悪くならないように時間を繋いだ。

　両親は一時間ほど滞在して、タクシーをマンションまで呼ぶと満足した顔をして帰っていく。

　柊が帰ってきたのは、両親が帰った十分くらいあとだった。

「光、ごめん！　さっきメッセージを見た。親は？」

　帰ってくるなり、スマホを手に持ち額に汗を掻いて柊はリビングに入ってきた。

　私は疲労困憊の姿を隠しきれなくて、ソファに座ったまま彼を出迎えた。

「あっ、おかえり……十分ほど前に帰ったよ。いきなり来たからびっくりしちゃった」

「ごめん、もっと早く気づけばよかった。その……嫌なこととか言われなかったか？」

　柊は両親が何を言いにやってきたのかほぼ理解しているような言い方だ。

　これは誤魔化すよりも素直に言った方がいいと思い、右腕を左手で擦りながら口を開く。

「うん……まぁ……子どもは、まだなの？　とか……そういうこと？　あと、この手土産も持ってきてくれたの」

　ソファの足元に置いてあったお義母さんが持ってきてくれた手土産の中身を見せると、柊は目を見開き、驚きを隠せない。

　彼の手には子宝のお守りが握られていて、いら立ちを隠せない表情になるとすぐにスマホを操作した。

　スマホを耳に当て、誰かに電話をしているようだと動きを見てわかった。

「今日、いきなり来たんだって？　しかも、俺がいない時間帯を狙って来たな」

「柊……！」

　電話をした相手はどうやらお義母さんだった。

　私は珍しく口調が荒くなっている柊の様子を見て心がざわつき、彼の腕をつかむ。

　でも、柊はそんなことを気にもせず会話を続けた。

「もう金輪際こんなことはやめてくれ。光も俺もちゃんと二人で納得して今の生活をしているんだ」

　柊の真剣に怒っている声にお義母さんは戸惑っているのか、しどろもどろの返事がスマホから聞こえてくる。

「次、また突然来たら、そっちの家に帰るのを当分やめるから。こっちにも来ないでくれ」

「柊！　それは言い過ぎ！」

　彼の言葉に驚き、私は腕を引っ張って制する。

　私の剣幕を見て少し落ち着いたのか、軽く息をはくと私の手を離し「話をしてくるよ」言いながらリビングを出て行った。

　耳を澄ませると、玄関でまだお義母さんと話をしている。

　内容までは聞こえてこないけれど、絶対に子どもに関してのことだろう。

　ご両親が孫を望んでいることがしっかりとわかった今、やっぱり子どものことは自分たちだけの問題じゃない。

　ちゃんと話し合わないと……と両手をぎゅっと握り視線を落としていたら、柊が電話を終えてリビングに戻ってきた。

「ごめん、母さんが嫌なことを言っただろ。よく話を聞いたら、どうやら新族たちから俺のところの子どもはまだかとずっと言われ続けているらしいんだ」

「どうしてそんな……」

　彼は表情を歪めながら、うなじを掻いている。

　私は下を向いて俯いてしまい、柊から視線を逸らしてしまった。

「いとこたちの間で、結婚をして子どもがいないのは俺たちのところだけらしい。だから、親も焦っていて、今日みたいな言い方になったって言ってた。だいぶ反省して謝っていたよ。光にも本当に申し訳ないことをしたって」

「それは……もういいの。ご両親がおっしゃっていることは正論だったもの」

「いや、まともに受けなくていいよ。両親も親族も価値観が古いんだ。それに今は世間体なんか気にせず、俺たちは俺たちの生活を大事にしていこう。だって、せっかく会社が軌道に乗ってきているんだろ。今、仕事から離れてしまうことは光の望んでいることじゃない」

「そう……だけど……」

「大丈夫。今までのままでいいよ。光は自分の仕事を頑張るんだ。そのために俺がいるんだから」

　柊がそこまで言うと俯いている私を抱きしめ、頭頂部に優しくキスをしてくれる。

　彼にそう言ってもらえると、さっきまでざわざわしていた心はほんの少し落ち着いた気がした。

　でも、本当にそれでいいのだろうか……私も今のままでいいのかと自分の気持ちが信じられない。

　本当に柊の子どもが欲しくない？　自分や柊の身体に不調がないのであれば、子どもを産んで育てながら仕事をしてもいいんじゃないか……。

　それに、彼の親にも私の親にも早く孫を見せてあげたい気持ちもある。

　だけど、気になるのは「アムール」のこと。雇っている社員のこと。これから先の仕事のこと。

　これだけのことを抱えてしまい、頭の中はパンクしそう。だけど、そうなったのも自分の責任だ。だから、ちゃんと考えなくちゃいけない。

　今までみたいに柊がサポートしてくれるから、なんて答えのままでいてはいけない。

「ありがとう……ちょっと考えるね」

「あまり悩みすぎるなよ。仕事に支障がでるぞ」

　柊は心配そうに私の顔を覗き込む。その顔に私は作り笑顔で答えた。

「うん、そうだね。気を付ける」

　そう言いながらも、頭の中はたくさんの考えごとでいっぱいだった。
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　翌朝、あまり眠れなかったせいか、ひどく顔がむくんでいる気がした。

「大丈夫か？　昨日のことは本当に気にするなよ」

　柊は出勤する前、私にそう言って家を出た。

　顔のむくみについては触れなかったのは彼の優しさだろうけど、すぐにバレてしまうくらい私の精神的な疲労は顔に出ているのだろう。

　だって、昨夜は目をつむっていても両親の言葉がずっと頭によぎっていた。

『別に脅しに来たわけじゃない。ただ、結婚してもう二年も経つし、そろそろ子どものことに関してもう少し真剣に柊と話し合って欲しいと思ってね。余計なお節介をしてすまない』

『次に会う時は、いい報告を聞けるのを楽しみにしているわね』

　プレッシャーと彼の妻という責任感が身体にのしかかる。

　だけど、仕事を簡単に放置できないし、もっと会社を大きくしたい、チャレンジしたいという強い気持ちも本物だ。

　だけど、昨日彼の両親に会い、ふと自分の親はどう思っているのだろうかと気になった。

　今まで、私のことにはほとんど反対してこなかった懐の広い両親だ。

　ずっと自由にさせてもらい、私が結婚することも起業することも反対せず、むしろ応援してくれた。

　柊の両親は私が起業する時あまりいい顔をしなかったけれど、私のお母さんとお父さんが「やれるだけやりなさい」と柊と一緒に背中を押してくれたおかげで、勇気が持てた。

　だけど、本音はどうなんだろう。

　柊の親みたいに本当は孫の顔を早く見たいのかもしれない。

　私、今まで自分の気持ちを優先ばかりしていた……お母さんたちの気持ちをしっかりと聞いたことがなかった。

「……起きてるかな」

　出勤前の慌ただしい時間だけど今日一日、こんなもやもやした気持ちのまま仕事に向かいたくない。

　スマホを手に取り、電話に出なかったら仕方ないと考えながらお母さんに電話をした。

　コール音が三回鳴り、お母さんが電話に出てくれた。

『もしもし、光？　珍しいわね、こんな時間に電話だなんて。何かあったの？』

　お母さんの声は随分と驚いていた。それもそうだろう。だって、働いている社会人なら誰だって忙しい朝の時間に電話がかかってきたんだ。

　なにかあったのかって聞かれるのが普通の反応だ。

　お母さん、今から私の言うことにどんなリアクションをするだろうか。

　緊張からスマホを持つ手に汗を掻いてしまう。

「お母さん、突然だけど……変なことを聞いてもいい？」

『なに？　どうしたの？』

「あのね、その……お母さんとお父さんって、孫の顔とか見たい？」

『……本当に突然ね。何かあった？』

　少しの間のあと、落ち着いた声で言葉を返してくれる。しかも、心配そうな声で。

　さすがお母さんだ。私の異変にすぐに気付いてくれたのだと思う。

「ううん、特に何かあったわけじゃないんだけど。あっ、あのね、うちの会社でもそのうち赤ちゃんでも使えるスキンケアを取り扱ってみようかなって話があるんだけど。そんな話をしていると、その、お母さんたちも孫とか見たいかなーってちょっと思っちゃって」

　咄嗟に思いついた嘘で理由を述べてみるけれど、これが通じるだろうか。

　お母さんは少しの沈黙の後『そうねぇ』と緩い声で答えてくれた。

『そりゃ、見れたら嬉しいわよ。大事な娘の子どもですもの』

「や、やっぱり、そうだよね」

　そっか、お母さん、やっぱり私の子どもが見たいんだ。

　当たり前のことを聞きすぎて、幼稚な質問をしてしまった自分を恥ずかしく思う。

　だけど、お母さんは穏やかな笑い声を出して『あのね』と喋りだした。

『でも、無理しなくていいわよ。光、あなたまだまだやりたいことがあるんでしょ』

「えっ……」

『あなたたちも結婚してもう二年になるものねぇ。まぁ、誰に何を言われたのかだいたい想像がつくけど、私もお父さんも光の味方だから。娘のあなたの意見を尊重する。だから、気が済むまで考えて頑張りなさい』

「お母さん……」

　思いもよらない言葉を受け、涙腺が刺激されて目尻に涙が溜まってくる。

　てっきりお義母さんと同じく、年齢のことを言われて子どものことも考えなさいって言われるのだろうと自然と構えていたから。

　私の両親はどこまでも私の味方だ。そのことがわかり、心の底から嬉しかった……。

　感極まって言葉に詰まっていると、お母さんの焦る声が聞こえてきた。

『話はそれだけ？　光、そろそろ出勤しないと、まずい時間なんじゃないの？』

「あっ、本当だ！　行ってきます！」

『気を付けてね。いってらっしゃい』

　久しぶりに聞いたお母さんの「いってらっしゃい」の声に心があったかくなる。

　大丈夫……まだ今のままで頑張れる。

　そう思えた朝になった。









第四章








		
　季節が一つ進み、温かい春から蒸し暑い梅雨ならではの季節になった。

　鬱陶しい季節とは反対に、とても気持ちがいい知らせが届く。

　柊と私の同期の小林君に二人目のお子さんが生まれた。

　性別は女の子で、名前は碧ちゃんと名付けたらしい。

　それを聞いたのは日曜日の夜、二人でソファに寛いでいた時だった。

「小林が来週の日曜日、二人で家に来ないかって誘ってくれたんだよ。光にも久しぶりに会いたいって」

「小林君が？　嬉しい！」

　柊がスマホを操作しながら話してくれたのは、嬉しいお誘いだ。

　そしてスマホの画面に映る写真を見せてくれる。

　それは小林君が柊に送った生まれたばかりの赤ちゃんだ。

「出産報告と同時に写真を送ってくれたんだ。あいつ、立会いを希望したんだけど、感激してしまって泣いたらしいぞ」

　一人目は仕事の都合で立会いができなかったらしいから、二人目は絶対に立会いをしたいと強く希望していたらしい小林君は無事、今回は奥さんの出産に立ち会えたようだ。

　そんな話を聞きながら私は入社当時、一番陽気でムードメーカーだった彼を思い出していた。

「意外だね、結構同僚の間じゃ遊び人で有名だったのに」

「結婚して家庭を持ってから人が変わったよな。あいつ、二人目でも感動するってさ。それにとにかく可愛いから見に来て欲しいって」

「アハハ！　もう親ばかっぷりを発揮してるね」

「どうする？　会いに行くって返事していい？」

「うん、もちろん」

　笑顔で返事をすると、柊も嬉しそうに微笑み小林君に返事を送っている。

　楽しみだなぁ、生まれたばかりの赤ちゃんに会うなんて、柊と結婚する前に友達が出産した時病院に少しの時間、お見舞いに行ったくらいの経験しかない。

「うん、楽しみ」

　マグカップに入ったカフェオレを口に含みながら独り言を零す。

　楽しみなのは本心だ。ただ、今の会話の流れで「そろそろ俺たちも子どもが欲しいよな」と言われるんじゃないかと、心臓がかなり強い音で鳴っていた。

　でも、柊からそんな素振りはないし、話す内容も小林君の昔の話や同期の話ばかり。

　やっぱり、柊はまだ子どもを欲しくないのかな……。

　気になるのなら正直に聞けばいいのに、義両親の突然の訪問があってからこの件に関してはさらに話題に出しづらくなっていた。

　それに二年間も子どもの話し合いをせず今まで過ごしていたぶん、自分で勝手にハードルを高くしてしまっている。

　柊は私がまだこのことで悩んでいるとは思ってもいないだろう。

　彼の話す内容に相槌を打ちながら、子どもの話題を出すのはもう諦めた。
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　それからあっという間に一週間が経ち、約束の日曜日になった。

　出産祝いは市井さんから、出産祝いには定番だというおむつがケーキのように梱包されているおむつケーキを勧めてもらったからそれにした。

　あとは、肌に優しいおしりふきだ。これらを店頭で買うのは複雑な気持ちがあり、ネットで注文した。

　だって、あんな場所に行ったらますます子どもが欲しい気持ちが大きくなり、それに焦る気持ちに拍車がかかりそうで、行くのを躊躇してしまった。

　市井さんには「赤ちゃんを見ると不思議と欲しいー、可愛いーってなっちゃうんですよね。これが母性本能ってものなんでしょうね」と言われ、そんなことを聞いたらさらに子どものことに対して深く考えてしまう。

　ここまで聞いたら余計、赤ちゃんグッズを柊と買いに行く勇気なんかなくて、プレゼントの購入は私に任せてもらった。

　柊は私がこんな思いをしているなんて知らないんだろうな。

　でも、それは柊一人の責任じゃない。

　私が仕事に没頭して家族の相談をしなかったからだ。

　それに……夜の生活だって新婚のころに比べたら少なくはなったけれど、いざする時も彼は必ず避妊をしてる。

　それはつまり、まだ子どもはいらないということだ。

　やっぱり私たちのところに子どもはまだ来ない。

　そう結論を出し、支度を終えてリビングで待っている柊のもとに向かった。

「お待たせ」

「ああ、それじゃあ行こうか」

　プレゼントを持ち、小林君たちご夫婦と一人目のお子さんにはフルーツゼリーの詰め合わせを用意した。

　これも市井さんのアドバイスで「母乳育児をされている場合、すごくお腹が空くのでフルーツ系の手土産の方がいいですよ」と教えてもらった。

　なるほど……そういう観点の気遣いも必要なのね、と今回は市井さんには本当に勉強になることばかり教えてもらい、感謝ばかりだ。

　そして奥さんにはもう一つ「アムール」のスキンケア一式を用意した。

　私が後部座席に手土産を置いていると柊は車に乗り込み、小林君の自宅の住所をナビに入力する。

　時間は三十分ほどで着くらしく、ちょっとしたドライブにもなりそうだ。

「光、疲れているだろ。到着まで眠っててもいいぞ」

「疲れているのは柊も一緒だよ。だから、眠気覚ましのかわりにずっと喋っとくね」

　私がそう言うと柊はおかしそうに笑い、車を発進させた。

　せっかくのドライブなんだ。何気ないことでも喋っていたい。

　三十分ほど車を走らせてたわいないお喋りをしていると、まだ新しい造りのデザイナーズ賃貸マンションが見えてきた。

　これが小林君家族が住んでいるマンションらしく、近くのコインパーキングに車を停め、手土産を柊が持つ。

「奥さんと会うのは五回目くらいだよね」

「そうだな。何度か会社の親睦会にも来ていたし、結婚式の日と合わせたらそれくらいか」

　とても控えめで従順そうな女性だなっていう印象で、バリバリ仕事ばかりしていた私とは違うタイプだと思っていたことを覚えている。

　ムードメーカーだった小林君を後ろでサポートしているような、そんな感じの女性だ。

　きっと優しくていい母親になっているんだろうな、なんて勝手に想像していた。

　小林君が住んでいる階は六階らしく、部屋番号を押してオートロックを解除してもらう。エントランスのドアが開くと広い通路の先に二基のエレベーターがあり、右側のエレベーターに乗り込んで六階まで上がる。

　そして部屋の前まで行きインターホンを鳴らすと、小林君が玄関のドアを開けてくれた。

「いらっしゃい。休みの日に呼び出してごめんな」

「とんでもない。お誘いありがとう、小林君」

「おー、伊瀬、久しぶり！　相変わらず美人だなー！」

　小林君お得意の開口一番人の容姿を褒める言葉が発せられたその瞬間、小さな男の子がすごい速さで駆け寄ってきて、彼の隣に姿を現す。

「こんにちは！」

　元気よく発声するこの子は三歳くらいだろうか。

　顔だちが小林君にとても似ていて、親子だってことがすぐにわかる。

「こんにちは」

　柊がしゃがんで子どもと同じ目線になって挨拶をしていた。

　彼がそんな動作をするのを見るのは初めてでちょっと驚いてしまう。

「こら、和かず希き！　家の中を走るなって何回言ったらわかるんだ」

「ハハッ、元気があっていいじゃないか。なっ、和希君」

「朝永、子どもには本当に甘いよな。昔、一緒に外回りに行っていた時も、電車やバスでベビーカーを運ぶ手伝いとか率先してやっていたし、小さい子によく話かけていたもんな」

「そんなの当たり前だろ」

　そうなんだ……柊ってば小さい子にはいつもこんな対応なんだ。

　私は彼のそういう一面をこの時初めて見て、ジッと彼の様子を見てしまう。

　その時、部屋の奥にいた小林君の奥さんが姿を現した。

「もう、いつまでもお客様を玄関に立ちっぱなしにさせちゃだめよ」

　私と柊は奥さんと目が合うと「ご出産おめでとうございます」と手土産を渡しながらお祝いの言葉を言う。

「わあ、おむつケーキ！　ありがとうございます！　すごく助かります！」

「喜んでもらえてよかったです。消耗品が一番いいかなと思って」

「ええ！　おしりふきも！　すごく嬉しい！」

　満面の笑みを浮かべて喜んでくれる奥さんを見て、市井さんのアドバイスに深く感謝した。

　そして部屋の中に通してもらい、我が家とのインテリアの違いに驚愕してしまう。

　デザイン重視で必要以上の家具を置かない私達の家とは違い、小林君の家はキャラクターグッズにあふれ、家具の角にもクッション素材がついていたりして、生活感がものすごくある。

　床はおもちゃで散乱しているし、赤ちゃん用品もいたるところにある。

　でもそれが雑な感じというわけではなく、なんだかホッとするような不思議な安心感があった。

「すみません、片付けてはいるんですけど、いつも子どもが散らかしてしまって」

「いえ、そんなこと……私、こういう感じのお家、すごく好きです」

　ダイニングテーブルは整えてくれたのか、物はほとんどなかった。

　それでもテーブルには油性ペンで描かれた線がたくさんあり、くすっと自然と笑いが零れる。

「俺の実家も昔はこんなテーブルだったな」

　隣に座る柊が独り言を呟いていた。そういえば私も小さい頃は実家の冷蔵庫や柱にはキャラクターのシールがたくさん貼ってあったし、人形だらけだったことを思い出し、笑いが零れる。

「お前らのところも子どもが生まれたら、こんな感じの家になるって。もう俺のスペースなんてほとんどないもんな」

　小林君は苦笑いを零しながらも、嬉々とした表情をしている。

　子どもが生まれたら、なんて言葉を出されて顔が引きつりそうなことになったけど、ちらっと隣の柊を見てみたら笑って小林君の意見を流していた。

　やっぱり……柊は子どもに興味はないのかな。

　でも、それにしてはあやし方が上手で、一通り世間話を終えて奥さんに抱っこされている赤ちゃんと対面すると、瞳をキラキラさせてふっくらとしたもちもち肌の赤ちゃんの顔を凝視している。

　私は赤ちゃんの艶と張りのあるお肌に目が釘付けだ。

「うわあ……お肌、もちもち……うらやましい！」

「さすが化粧品販売会社の社長さん。やっぱりお肌のことに注目しちゃうんですね」

　奥さんにそう言われ、いつも仕事のことに繋げてしまう自分が恥ずかしくなった。

　母親である彼女と仕事人間である自分に女性としての差を無意識に感じてしまっているのかもしれない。

「それが光のいいところだよ、なっ」

　機転を利かせて柊が私の後頭部に手を置きながら笑顔を見せてくれる。

　私は「……ありがとう」としか答えられなかった。

「抱っこしてみます？」

「えっ、いいんですか？」

「どうぞ」

　奥さんの問いかけに大げさなくらい驚いてしまう私。

　こんな小さくて柔らかい人間の扱い方なんてわからなくて、あたふたしてしまう。

「ハハッ光、ビビりすぎ」

「だ、だってもし落としてしまったらと思うと……！」

「俺も抱っこしていいですか？」

「もちろん」

　奥さんの腕からスヤスヤと眠っている赤ちゃんを受け取ると、包み込むように優しい力で柊は抱っこをしていた。

「うわあ、あったかい。それにめちゃくちゃ柔らかいな」

「だろ？　あと、匂いもなんか癖になるんだぜ」

　小林君がそう言うので頬のあたりを嗅いでみると、ほんのりと甘い匂いがする。

「えっ、どうして？　何もつけてないのになんでこんなに甘い匂いがするの？」

　驚く私の顔を見て笑う小林君夫婦と、同じように顔のあたりを嗅いで驚いているは柊だ。

　赤ちゃんってとっても不思議で、温かくて柔らかくて、いい匂いがするからこっちの中身までも癒してくれる。

　そんな感想を述べたら奥さんに「光さんって母性本能が強いんですね」と言われてしまった。

　自分に母性本能なんて感じたこともなかった。

　子どもは嫌いじゃない。

　だけど、心の底から可愛いと思ったことは正直に言って今までない。

　だけど、今、赤ちゃんを抱っこしている柊を見て、小林君家族の赤ちゃんなのに愛おしいと思えてしまう。

　これが自分の産んだ赤ちゃんを抱っこしている柊を見たら、私はどんな感情を持つのだろう。

「ほら、光。抱っこさせてもらえよ」

「う、うん」

　柊から赤ちゃんを受け取り、自分の胸に頬を当て眠る赤ちゃんを見て、自然と笑みが零れる。

「……可愛い」

　そうポツリと呟いた。

「光さん、絶対いいお母さんになれますね」

　小林君の奥さんの言葉が胸にチクリと刺さる。

　いいお母さん……まだ予定のない自分のそんな姿を想像して、作り笑いをした。

　

　それから小林君の家で一時間ほど過ごし、帰ることにした。

　和希君は柊と遊んだことが相当楽しかったのか、帰り際に泣きそうになっていて、またすぐに遊ぶ約束を交わしていたくらい仲良くなっていた。

　私はというと、前に会った時とは人が変わったくらいにはきはきと喋り、無限に明るい性格に変わった奥さんを見て、母親になるとこんなに変わるものなのかと知った。

　神田さんやもう疎遠になってしまったけれど、学生時代の友人たちもほとんどが結婚、妊娠、出産をして母親になっている。

　そう考えると、自分は取り残された感が否めなくて、気持ちが落ちてしまう。

　それに意外と子どものあやし方がうまい柊の姿を見て、子どもは苦手じゃないんだと知り、ますます気持ちが深く落ちていった。

「柊って子どもと遊ぶことが得意だったんだね。知らなかったよ」

　運転をする車の窓から差し込む夕日に当たる彼の横顔を見て、不自然にならないように明るく伝えた。

「俺、別に子どもは嫌いじゃないよ。むしろ、好きなほうかも」

　爽やかな笑顔で答える彼に、胸の中がずきんと痛む。

「そんなこと、初めて聞いた……」

「ああ、なんかそんなことを言ってしまうと催促しているみたいで言いにくかったっていうのはあったかな。子どもの話題を出すと絶対、光にプレッシャーをかけてしまうだろ」

「それは……」

　私が言い出しにくくて躊躇していたことを、柊は申し訳なさそうに言う。

　そんなふうに思わせて、そして言わせてしまうことにまた罪悪感を感じ、返す言葉に詰まってしまった。

　こんな私に気づいているのか、信号が赤になりゆっくりと車を停まらせるとこちらを見て口角を上げ、にっこりと微笑む。

「前からずっと言っているけど、光はまだまだ仕事を頑張ればいいよ。先のことを今は考えなくていい」

　彼は優しい声色でそう言ってくれるけれど、本当にそれでいいのかな？　と胸が痛む。

　そして私自身もこのままでいいのかとも。

　柊のことは結婚して二年経った今でも大好きだし、愛してる。

　彼と家族になりたいから結婚したんだし、いつか子どもを作り家族が増えるのが当たり前だと思ってた。

　でも、今のままじゃいつその当たり前が訪れるのかわからない。もしかしたら一生訪れないのかもしれない。

　柊のことは初めて出会った時から同僚としてずっと尊敬していた。

　その尊敬が愛情に変わり、今では出会った時よりもっと愛おしい存在になり、この先の人生も彼がいない人生なんて絶対に考えられないくらい私には必要な人だ。

　だからこそ、彼との子どもが欲しい。

　やっぱりお義父さんに言われた通り、一度きちんと話し合わなければいけない。

　絶対にこのままじゃいけない……だって彼が私の仕事が理由で子どもを諦めているのなら、いつ産休に入ってもいいように私が仕事の調整をすればいいだけ。

　それは今まで産休に入る女性社員たちの姿を見て、そう思えるようになった。

　それは簡単なことじゃないとわかってる。立場が上になればなるほど、調整も難しいだろう。

　でも、現代は子どもを産んでもリモートワークという形を取ることだってできる。

　藤川オーナーの会社のように託児所完備の会社だってある。これだけ働く選択肢が増えてきているんだ。

　仕事があるから子どもを諦めるなんてことをしなくてもいい。

　だから、もうこれ以上柊に我慢をさせる必要なんてない

　それに、彼にも自分の子どもを抱きしめて欲しい。私も思い切り自分の子どもを抱きしめてみたい。

　きちんと準備してから出産すれば仕事に復帰しても、きっと彼のご両親も納得して認めてくれるはず。

　よし……今日の夜、思い切って柊に告げてみよう……。

　私、子どもが欲しいって。

「光、さっきから無口になってどうした？　疲れたか？」

「う、ううん。大丈夫」

　柊はいつでも私を最優先に労わってくれる。

　その彼に笑顔を見せながら、私は今夜、どうやって彼を誘おうかという大胆なことを考えていた。





＊＊＊＊＊






　帰宅してからお酒を飲まなければ絶対に誘うことなんて不可能だと悟っていた私は、夕食の準備に取り掛かりながら、冷蔵庫からワインも取り出した。

「珍しいな。料理を作りながらワインを飲むなんて」

「う、うん。たまにはキッチンドリンカーもいいかなって」

「飲みすぎるなよ。あっ、あとケガにも気を付けて」

「わかってる」

　柊の注意を耳で聞きながら、グラスに赤ワインを注ぐ私。

　彼はお風呂の掃除をするためにリビングから出ていった。

　今まで夜の情事の時は柊が主導権を握ってそういうムードにしてくれたから何も気にしなかったけれど、自分から誘うとなるとこんなに勇気がいるものなんだ。

　そういえば、一度だけ二年前の新婚当時にセクシーなランジェリーを身に着けて彼の前に立ったこともあった。

　あの時も自分で着る決意はしたけれど、そういう流れになったのは、柊が私に着るように勧めてくれたからだ。

　またあのランジェリーを着てみる？　いや、でも今日だけはありのままの自分の姿で彼の前に立ちたい。

　だから、ランジェリーには頼らないで自分の思いをそのまま伝えよう。

　ワイングラスに入った赤ワインをグイっと喉に流し込み、ふうっと息を吐く。

　顔が熱いのは今飲んだワインのせいだけじゃない。

　自分から誘い、さらに避妊をしないでと言わなければいけないことへの羞恥心から、顔も首も身体も全て熱くなっているんだ。

　私、こんな状態で夜は大丈夫だろうか……と不安になってくる。

　だけど、家族を作るためには今、勇気を出さなきゃ一歩も前に進めない。

　残ったワインも一気飲みをして飲み干し、今日の夕飯のお肉をフライパンに並べてどうやってベッドに誘おうかとそんなことばかり考えていた。

　「ベッドに行きましょう」と言って密着すればいい？

　それともストレートに「シたい」と言うべきだろうか。

　いや、「小林君たちの子どもを見て私も欲しくなっちゃった」と子どもの存在を匂わすことを言ってみるべき？

　いろんな言葉を並べてみるけれどどれが正解かわからなくて、全国の妊娠をした女性たちにアンケートを取りたいくらい、頭を悩ませてしまう。

　そしてこんな状態なのにスマホを取り出して、妊娠しやすい体位を熱心に調べたりした。

「あっ……そんなに意味はないのね。排卵日や基礎体温表を付けることも大事だけど……。か、回数が多い方が大事……なるほど……」

　自分が知っていた知識とネットの情報がまるで違っていて、目から鱗が落ちる。

　しかし、回数が大事なんて……もっと頻繁にしなきゃいけないってことだ。

　そのたびに彼に誘いの言葉をかけ続けるのかと思うと、顔から火が出そうなほど恥ずかしい。

　でも、これを乗り越えなきゃ子どもは授かれないし……。

「光ー」

「な、なにー？」

　悩んでいる私のもとに、柊の私を呼ぶ間延びした声が聞こえる。

「シャンプー残り少なくなってきたから、詰め替えておくよー」

「ありがとうー」

　柊の声を聴き、はあーっと胸を撫でおろす私。

　今からこんな挙動不審じゃ絶対に私が変なことを考えているってバレるよね……。

　普通に……普通にしなきゃ。

　でも、そう思えば思うほどうまくできなくて、お風呂上りの柊の姿を見ると夜の情事を意識してしまい、さらに動揺してしまう。

　お風呂上りの彼はリラックスしていて気の抜けた顔をしているはずなのに、それが私にとっていい男に見えてしまうんだ。

　私の情緒不安定な様子は夕食の間もずっと続いていた。

　でも、柊は変な私に特に触れず普通に接してくれたのがありがたかった。

　そして夕食の片づけが終わり、後は私が入浴をする番だ。

「わ、私も入ってくるね……！」

　冷蔵庫からミネラルウォーターのペットボトルを取り出し、飲もうとしている彼の背中に声をかける。

　ぱたぱたとスリッパの音を鳴らせながら、急いで浴室へと向かった。

　こんなに緊張してドキドキしているのは何年ぶりだろう。

　まるで付き合い始めたころみたいで、初々しい気持ちになってしまう。

　嬉しくなる反面、もう二十九歳になるのにこういう面では全然成長していないんだなと自分自身にもがっかりする。

　何度も自分に言い聞かす。

　自分から誘うなんてすごく勇気がいるけれど、家族のために頑張らなきゃ。

　私は深呼吸をしながら徹底的に自分の身体を磨くため、気合いを入れてシャワーを浴び始めた。

　華やかな香りのボディソープで身体を洗った後、浴室を出て脱衣所で肌をしっとりとさせるため、爽やかなフローラルの香りのボディクリームを塗る。

　これはすぐにベタベタせず、すぐに肌になじむのでお気に入りだ。

　前に肌に塗っていた時、柊に「いい匂いだな」と言ってもらえたことを覚えている。

　子どもが生まれたらこうして自分磨きに費やす時間も減るんだろうな。

　そう考えると、世の中のお母さんたちは自分の時間を削って子育てをしているのだと思うと、尊敬しかない。

　私も子育てをしながら今の仕事のために美容を続けられるか不安だけど、きっとその時は柊が今以上に協力してくれる気がする。

　二人の子どもなんだもの。それに今までの彼を見ていてそう確信できるから、子どもも欲しいと思える。

　ボディクリームを塗り終え、パールホワイトのサテン生地でできたワンピースのパジャマを着て髪にヘアオイルを塗り、しっかりとドライヤーで乾かした。

　よし……準備は完璧。これで柊にはっきりと「子どもが欲しいから避妊しないでしましょ」とストレートに言うのみ。

「よし！」

　小さな声で気合いを入れ、脱衣所を出る。

　リビングを見ると電気は消えていたから柊は寝室にいる。

　ちょうどいい、この勢いのまま乗り込んでしまおう。

　私は静かに寝室のドアを開け、ベッドの方に視線を移す。

　だけど、電気はついているけれど柊はそこにはいなくて、あれ？と首を傾けてしまう。

　すると、横から両腕が伸びてきて強い力で引き寄せられてしまった。

「きゃあ！」

「ハハッ！」

　驚いた私が大きな声を出すと、頭上で柊の笑い声が聞こえてくる。

　後ろから抱きしめられている体勢になり、私の上半身は彼の両腕でしっかりと抱きしめられていた。

　見上げると、ばっちり目が合った柊は楽しくて仕方がないという顔をしている。

「び、びっくりした！　いきなりどうしたの？」

「今日の光、ずっと様子がおかしいなと思って。ちょっと驚かせたら気分が紛れるかなと思ったんだけどどう？」

　首を傾けて問いかけられると、途端にバレバレだった自分の感情が恥ずかしくなり、俯いてしまう。そんな私の頭頂部に柊は顎を乗せた。

「どうした？　何か悩んでることでもある？」

「そ……れは……」

「できれば教えて欲しいな。一人で抱え込むんじゃなくて、一緒に悩ませて欲しいんだけど」

　頭上から聞こえてくる柊の声は、さっき笑っていた声よりずっと優しい。

　私の悩みに寄り添ってくれているという感じがして、心の底から感激してしまう。

　こんな彼だからこそ、家族を作りたいと思うし、この先も一緒にいたいと思う。

　い、今が言葉にするチャンスよね。というか、今しかないと思う。

「柊……私……！」

「今日、小林の家に行ったことで悩ませた？」

「えっ……」

　勢いよく見上げると私が言葉を言い切る前に柊が不安げな瞳で私を見つめ、そして口を開いた。

「光は今のままでいいんだよ。無理に子どもを産もうなんて考えなくていい。それはゆっくりでいいから」

「柊……私……」

　私とは全く正反対の意見の彼の言葉に驚きが隠せない。

　柊、そうじゃないの。私は小林君の家に行ったおかげで覚悟ができたのだと言いたいのに、しゃべり始めた彼の口は止まらない。

「正直悩んだんだ。赤ちゃんを見に行くなんて、光に催促しているみたいだよなって。前にも俺の親のことで悩ませてしまったし……でも、小林は俺にとって大事な同期だし、同期のめでたいことはちゃんと祝ってやりたくて。でも、それが光を苦しめる原因になるんじゃないかってずっと危惧してた」

「そんなこと……」

「小林の赤ちゃんを見たからって、妊娠してくれなんて言っているつもりはないんだ。だから、光は今までどおり仕事に集中してくれたらいい……」

「ち、違うの！」

　このままじゃいけない！　と、思い切って彼の言葉を遮り、身体を柊の方に向かせる。

「私！　子どもが！　ほ、欲しいの！」

「えっ……」

　寝室に響く声でずっと言いたかった本音を叫ぶと、柊が信じられないという驚愕した表情を見せた。

　消えそうな声を発すると、じっと私を見ている。

「い、今まで仕事中心の生活をしてきて……ずっと言えなかったんだけど、本音はもうずっと柊との子どもが欲しかったの。理由の一つに回りがどんどん妊娠とか出産をして置いてけぼりだって感じていたのもあるし、お互いの両親に孫の顔を見せたいっていう理由もあるんだけど……一番は柊……あなたの子どもが産みたくて……家族を作りたいの」

　伝えたかった思いを、不器用ながらも精一杯伝えたつもりだった。

　うまく言葉にできなくてたどたどしいところもあったと思う。

　でも、柊にならきっと届くはず。

　そう懇願した目でもう一度彼を見つめると、柊は穏やかに、でも照れくさそうに微笑んでいた。

「光……顔、真っ赤」

「しょ、しょうがないじゃない。ずっと言えなかったことを勇気を出して言ったんだから……」

「そっか、そこまで思い詰めて考えてくれていたんだ。気づいてやれなくてごめん。夫失格だな」

「そんなことない！　柊は最高の旦那様だよ。私、柊じゃなきゃ今まで頑張ってこれなかったから！」

　私は首を左右に思い切り振る。

　だって、柊の協力がなければ結婚をしてから会社を起業するなんて思い切ったことはできなかった。

　両親やたくさんの人が協力してくれたおかげでもあるけれど、柊が背中を押してくれなければ自分が起業するなんて決意は出せなかったもの。

「私は……柊がいたから、今までやってこれたの。あなたの子どもだから、産みたいって思ったの。そのための苦労ならどんなことでもやってみせる」

　顔がさらに熱くなっていく。きっと私の顔はさっきよりもずっと真っ赤だろう。

　こめかみには汗も掻いていて必死な自分が恥ずかしい。

　だけど、柊はこんな情けない私を見ても全く笑わずに全て聞いてくれた。

　そしてそっともう一度抱きしめてくれる。

「……そんなふうに考えていてくれたのか。それなのに今まで俺ってば無責任に子どもはまだいらないとか、仕事に集中してなんて的外れなことばっかり言って……ごめん」

「謝らないで。だって、結婚した時は私もまだ子どもはいいって思っていたから。でも、そろそろ……欲しいなっていうのは自然に思い始めたの。柊の本音はどうなのかわからないから、ずっと聞けなかったんだけど」

　彼が私の現状を見て、仕事を頑張れって言ってくれていることはわかっていた。

　でも、本心はどうなんだろう。いつしかそう考えるようになったが、本音を聞く勇気がなかった。

　それを伝えると、柊は落ち込んだ表情になり、うなじを掻いている。

「うん、そうだよな。俺たち、こういう話を深く話し合ったことがなかったからな。本当は、一番しっかり話し合わないといけないのに」

「私も一人でいろいろと考えすぎていたから……二人の将来のことだから、もっと素直になってあなたにきちんと話せばよかった。ごめんなさい」

　目を伏せて謝ると、柊は後頭部を撫でてくれる。

　私に触れてくれる手はいつも優しい。

　この温もりを感じていればいつも素直になれ、穏やかな気持ちになれるのに、どうしてもっと早く言えなかったのだろうと今更ながら反省してる。

　反省しているのは柊も一緒なのか、苦笑いを零しながら口を開いた。

「光が謝ることじゃないよ。夫婦なんだから、お互い思ったことはちゃんと口にしなきゃダメだったな。俺の方こそごめん」

「違う、柊は悪くないの。私の方が……」

「光。この言い合い、多分一生終わらないぞ」

　柊がくすくす笑いながら、私の唇を人差し指で当てて動きを止めた。

　私は「むぐっ」という声が出て、喋るのを強制的に止められてしまう。

「唇で止めた方がよかったか？」

　首を傾けられて問われると、いい男の表情に可愛さが含まれ、その変化にもう七年も一緒にいるのに今だにときめいてしまう。

　こういう瞬間に、私は今でも柊に恋をしているのだと自覚させられるんだ。

「うん……」

　思いのまま返事をすると、柊はにこっと嬉しそうに微笑み、顔を近づけてきた。

　そしてそのまま唇が重なり、食む動きになる。

　上唇の次は下唇、角度を変えられて何度も求められ、腕は自然と彼の首に回して離れないようにしがみついていた。

「んっ……」

　熱い吐息が重なった唇の端から漏れる。

　柔らかい舌が咥内に入り込み、私の舌と重なり絡み合う。濡れた舌は水音をたて、お互いを貪り合う。

　彼とのキスは気持ちがよくて意識がふわふわしてしまう……

　目の前がぼうっとして力が入らなくなり、腰から砕けてその場にしゃがんでしまいそう。でも、柊が両腕で支えてくれるから全身を預け、彼と重なり合っている唇と舌の動きに没頭した。

「……光。ベッドに行こう」

　唇が離れ、雄の表情になった彼がその熱い瞳で私をまっすぐ見つめ、懇願してくる。

　私はすぐに頷き、柊に横抱きにされてそのままベッドに静かに降ろされた。

　私に覆いかぶさってきた柊はすぐにパジャマの上を脱ぎ、逞しい上半身を露わにする。

　毎日、筋トレやジムで身体を鍛えていることを心掛けている彼の身体は、アスリート並に綺麗だ。

　彼の身体に見惚れていると、柊が私のこめかみあたりを手で何度も擦り、申し訳なさそうな顔をしていた。

「今まで悩ませてごめん。俺、光との子どもが欲しいよ」

「えっ……」

　こめかみにあった手は私の頬を包む。でも、その手の温かさを感じる余裕なんかないくらい私は驚いていた。

　だって、柊がはっきりと言葉にして言ってくれたんだ。

　私との子どもが欲しいって！

「光の仕事のことを考えたら、まだいらないだろうと一方的に思って自分の気持ちを考えないようにしていたけれど、本音を言うと子どもはずっと欲しかった。いつか、とは考えていたけれど、今すぐにでも欲しいと願うのも俺の本音だ。お前と一緒に子育てをして家族を作れたら、絶対に楽しい生活が待っているだろうなってずっと思ってた」

「柊……」

「光、子どもを作ろう。俺たちの大事で大切な子ども。光と一緒に一人の命を育てて歩んでいきたい」

「うん……うん！」

　お互いずっと同じ気持ちだったことが嬉しくてたまらなくて、何度も頷いてしまう。

　喜びのあまり目尻には涙が溜まり、今にも零れて流れ落ちそうだ。

　柊は目尻にキスを落とし、リップ音を鳴らす。

　全てを曝け出した彼の身体と心は、今まで一緒に過ごしてきた中で一番優しいあたたかさを持っていた。

「光、愛してる」

「柊……私も」

　気持ちを伝え合い、もう一度キスを交わす。

　何度かそれを繰り返すと彼の手は私のルームウェアのワンピースの裾に伸び、そのまま一気に捲りあげた。

　ブラとショーツのみを身に着けただけの露わになった素肌が、彼の肌と重なり合う。

　柊の温もりは私に底なしの幸福感を与えてくれて、胸の中が一気に満たされた。

　彼の唇は私の頬をかすめると、輪郭を滑っていきリップ音を鳴らせて離れる。

　そのまま首筋、鎖骨、胸へとたどり着き左胸を少し強く吸われた。

「んっ……」

「今でもこんなふうに光は俺のものだってしるしを付けたくなるんだよな。恥ずかしくなるくらい、相変わらず独占欲が強いよ、俺」

　柊は真っ赤に染まった小さな赤いしるしを指でなぞり、恍惚とした表情をする。

「そうなの？　私、自由にさせてもらっているからそんなふうに感じたことはなかったよ」

「光はなんでも俺に言葉で教えてくれたからね。だから、安心してた。俺に惚れてくれているんだろうなって。子どものことは予想外だったけど、いつもキラキラとした瞳で仕事のことを語る光は最高に魅力的な女性だなっていつも惚れ直していたよ」

　ブラのホックを外しながら、柊は私の耳元で落ち着いた声で囁く。

　その内容は身体の体温を高くさせることばかりで、私は両手で顔を覆いたくなるくらい顔が熱い。

「もう……言い過ぎ」

「俺は正直に話しているだけだよ。ほら、さっきも言っただろ。思ったことはちゃんと口にしないとダメだって。だから、正直に伝えているだけ」

「そうだけど……あっ」

　ブラを外し、露わになった胸を柊が両手で揉み上げる。

　彼の手の中に包まれている二つの胸は様々な形に変わり、柊の手の中で揺れる。

　そこに顎を乗せて柊は私を上目遣いで見上げ、にこりと笑った。

「でも、仕事をしている光のことも好きだけど、赤ちゃんを抱っこしていた光の姿も最高に綺麗だった」

「……小林君……の？」

「そう。見た瞬間、将来、母親になった光が俺たちの赤ちゃんを抱っこしている姿に思えた。本当に綺麗だったよ」

「それを言うなら……柊もだよ。子どもをあやすのが、すごく……上手だし、いいお父さんに、なれるって……ひゃ」

　人差し指で胸の先端を擦られ、甘い声が出てしまう。

　もう、話している途中なのにと全然迫力のない目で睨むけど、柊は楽しそうにしてるだけだ。

　そして谷間に顔を埋め、また赤いしるしをつける。

「……いい匂いがする」

　胸に鼻を押し付けて柊はくんくんと匂いを嗅ぐ。その様子が大型犬みたいでなんだか可愛い。

「たぶん、それボディクリームの匂いだよ」

「光の匂いと混ざってすごく煽られるよ。そそられる香りだ」

「そそられる……それってどんな感じ？　男性はどんな香りが好きなの？」

「光……この状況で仕事のモニタリング？」

「あっ……」

　そう言われて気づく。今まで自然派化粧品のスキンケア商品ばかりを出してきたけれど、次のスケジュールからはアロマ関係や香水の方にも力を入れようと計画をしていて、今いろんな匂いを模索中だ。

　それを柊と過ごしている時に、しかも二人でベッドにいる時なのに思考が勝手に仕事の方に傾いてしまった。

「私ったらだめね。さっき、子どもが欲しいって言ったばっかりなのに」

　はあっとため息をつき、片腕で目元を隠す。

　柊は優しく笑いながら顔を私の視線の先まで上げ、右手で私の左腕を退けた。

「でも、いつでも一生懸命なところが光らしいよ。俺はそんな光が好きだ」

　視線を合わせてストレートに好きと言われると、何度も言われ慣れているはずなのに顔が瞬時に熱くなる。

　照れ笑いを浮かべ、彼の右手を自分の左手で掴み、指を絡めたつなぎ方をした。

「うん、ありがとう。私もいつも優しい柊が大好き」

　微笑みながらお礼を言うと、そのまま軽いキスが落とされる。

　そして柊の左手は私の胸を掴み、親指で先端を擦ると右胸の先端は彼の咥内へと含まれた。

「はぁ……ん」

　生温かい咥内で暴れる舌が胸の先端を何度も舐め上げる。

　硬くなった先端は舌先で押しつぶされた後に吸われ、今全神経がそこに集中しているみたいだ。

「ここ、硬く尖って可愛い」

　柊はそう言い、右胸の愛撫を始める。

　同じように舐めては吸い上げ、そして舌先で潰してから今度は甘噛みをした。

「ひゃあ！」

　ピリリと来た刺激は足の指先まで力が入り、痙攣したように震える。

　彼と繋いでいる手にも力が入り、ギュッと握りしめると柊も握り返してくれた。

　ちゅぱっと音を鳴らせて唇が離れると、柊の顔はそのまま下に落ちていく。

　繋いだ手は解かれ、彼の手は私の身体を弄り始めた。

　鎖骨をなぞり、胸の感触を確かめると、そのまま腰とへそを撫でて両手は茂みへと辿り着く。

　親指で秘部をなぞられると、甘い快感が腰に走った。

「んっ……」

「まだ触っただけだよ」

「そう……なんだけど」

　秘部からはすっかり愛液が溢れており、秘裂から滴っている。

　胸を弄られたくらいでこんなになるなんて……今日、柊と避妊具なしでできることを予想以上に期待していたみたいで恥ずかしい。

「すごいね。俺が少し触れただけでこんなふうになってくれるの、本当に嬉しい」

「柊……だからだよ。柊だから、私、反応するんだから……」

「俺もだよ。ほら」

　ぐっと太ももに押し付けられたのは、パジャマ越しの柊自身だった。

　それはすでに硬く反りあがっていて、布越しでもわかるくらい熱い。

　ぐりっと押し付けられたそれに、私はそっと手を伸ばした。

「えっ、光？」

「いつもしてもらっているばかりだから、今日は……私もするね」

　おずおずと彼自身を優しい力で掴み、ゆっくりと上下に擦る。

　擦り始めると布越しでもわかるくらい一気に硬く張り詰め、大きくなった。

「くっ……」

　柊が小さな声で呻いてる。気持ちいいのかな？　それとも布越しは痛い？

　どきどきしながら柊の顔を見つめ、口を開く。

「痛い？　ズボン、脱がせた方がいいかな」

「いや、痛くないよ。これでも十分気持ちいい。でも……直接触って欲しい……いい？」

「もちろん」

　そう言うと、柊は嬉々とした表情になる。

　普段、滅多に私から触れることのない場所だから、喜んでくれているのかもしれない。

　そう思うと、手の中にある彼自身のことも愛おしく感じられる。

　もっと気持ちよくなって欲しい。もっと私で感じて欲しい。

　彼の昂ぶりを見れば一目瞭然だけど、彼を愛しているからこそ、さらにその先を望んでしまう。

　柊のズボンとボクサーパンツを脱がすと、一気に上を向いている彼自身が姿を現した。

　私は起き上がって座り、胡坐姿の彼の方に上半身を落とす。

　そして両手で熱く高ぶっているそれを掴み、口に含んだ。

「光……！　そこまで……」

　きっと柊は私がそこまでするとは思わなかったのだろう。

　だけど、もっと気持ちよくなって欲しいと思い本能的に行動したら、彼自身を口に含んでいた。

「はっ……」

　熱くて硬いものを口に含み、舌先で根元から先端まで舐め上げる。

　それだけで柊の反応が変わり、目をギュッとつむっていて興奮を我慢しているって感じだ。

　これでいいのかな？　あっているかな？

　そう考えながら痛くない程度の力で咥え、根元から舐めるのを繰り返す。

　時々、先端も舐めてリップ音を鳴らせて吸い上げると「んっ！」と刺激に反応する声が聞こえてくる。

　ちゃんと感じてくれている……そう思うと私の下腹部も甘く疼いた。

　口に咥えて上下運動を繰り返しぷはっと口から離すと、私の唾液にまみれた彼自身がこれ以上ないくらい張り詰めている。

　ガチガチに固まり、先端からはトロっとした液体も溢れていて、彼自身のこんな状態を見ることは今までほとんどなかったから、心臓がどきどきと激しく高鳴っていた。

「上手にできてた？」

　ちゃんと気持ちよくなっていたか不安になって上目遣いに聞くと、柊は恍惚とした表情で私を見下ろし、満足げな笑顔を向けてくれた。

「うん、すごく気持ちよかった。我慢するのが大変だったよ」

「よかった」

「次は俺の番」

　柊はそう言うと座っていた私をそのまま寝かせて両太ももを手で押さえて広げ、茂みに顔を近づける。

　そして秘部の縁に舌を添え、円を描くように舐め始めた。

「あっ……」

　潤んでいる場所に彼の柔らかい舌が感じる場所を探して動き回る。

　ぬるっとした感触が秘部の中のいたるところを攻めてきて、全身にぞくぞくとした快感が走る。

　いつも攻められる指や彼自身とは違う感触に、悶えが止まず思わず腰が動く。

「はあ……あっ……しゅう……」

　縁の入り口を舐めていたと思ったら奥の方まで入り込んできて、彼の舌が膣壁をぬるりと舐める。

　常に微弱な電気のような快感に襲われ、足がじっとしていられなくて視線を下に移すとシーツがめちゃくちゃに乱れていた。

「もうぐしょぐしょ……気持ちいい？」

「う……ん、すごく……気持ちいい……」

　熱い吐息を交えて返事をすると、柊が私の愛液で濡れた唇を手の甲で拭っている。

　その姿が本当にいやらしくて、また高速で心臓が動き始めた。

　柊はゆっくりと起き上がると、顔を私の胸に近づけてくる。

　さっきまで秘部の中で散々動いていた舌は、今度は胸の先端を弄り始めた。

　そして人差し指は秘部の中に簡単に入り込み、水音を鳴らせながら小刻みに入り口を出入りしている。

「ひっ！　はっ……！　あ、ああ！」

　上と下から同時に与えられる強い刺激に、嬌声が止まらない。

　ぎりぎり保っていた理性もあっという間に飛んでしまいそうだ。

「んっ、んん……！」

　小刻みに動いていた指は二本になり、秘部の奥まで入り込んできて指先を鍵型に曲げて膣壁を弄り始める。

　最も刺激が強いところを見つけられ、私の背筋はぴんっと張り詰め、腰も僅かに浮く。

「はっ、あっ、あっ……」

　擦られるたびに同じリズムで甘い声を上げ、疼きが止まらない。

　快感が上り詰めてきてこれ以上感じるところを弄られたら、真っ白になってしまいそう。

「光、ここ……触るね」

　胸の先端を吸い続けていた柊がそこから口を離し、荒い息遣いで言葉を放つ。

　私はどこ……？　と考えるけれど、ぼうっとした頭ではすぐには思いつかない。

　でも、そんな虚ろな意識もすぐに吹き飛ばすほどの強い快感に襲われた。

　柊が言っていた「ここ」というのは、茂みの中にある秘部の上の小さな粒のことだ。

　私の愛液を潤滑油にして、秘部の中に入っていない手の人差し指で上下に弄り始めた。

「ひゃああ！　あっ！　あっ！　んん……！　だ、だめ……！」

　強すぎる刺激が全身に走り、目尻に涙が溜まる。

　枕を思い切り握りしめて快楽を逃がそうとするけれど、小さな粒と秘部の中の壁を同時に擦られ続け、うまく逃がせない。

　それどころか、柊は二か所同時にどんどんと攻め続けるから、激しい快楽の渦に飲まれてしまう。

　中を擦り、粒を小刻みに弄られると、下腹部から強烈な刺激が身体中に回り、足先がじんじんして上半身も反る体勢になり、頭の先まで快楽に支配される。

「んんん……！」

　ひときわ大きい嬌声をあげた途端、意識が真っ白になり自分の中で何かが弾けた。

　そしてすぐに身体が脱力感でいっぱいになり、ぐったりしてしまう。

「はあ……はあ……」

　全身で息をしていると、柊が鼻先にちゅっと音を鳴らせてキスを落とす。

　虚ろな目つきで彼を見つめると、私を見るその表情は慈愛の色で満ちている。

　頭を優しく撫で、もう一度キスを落とすと体勢を整えて覆い被さってきた。

「光、今日はこのまま挿れるよ」

「うん……お願い」

　子どもを作ると決めた今、避妊具なんか必要ない。

　今まで柊は絶対に避妊を守ってくれていて、避妊具なしの交わりは初めてだ。

　少しの緊張と喜びが胸の中で混ざり合い、軽く興奮状態な私。

　息を整えていると、柊が私の膝を折り曲げて持ち、下半身を押し付けて自身をぐっと中に挿入してきた。

「あっ！　あぁ……」

「くっ……これ……想像以上に気持ちがいいな」

　繋がっている部分から感じたことは全く一緒だった。

　秘部から滴っている愛液を潤滑油代わりに彼自身にまぶし、中に挿れた途端、経験したことのない快感をお互い感じた。

　いつも彼自身を膜越しに感じていただけでも気持ちがよかったのに、何もまとっていないそれの熱や硬さを中で感じられると、もう柊以外のことを考えられなくなるくらい気持ちがいい……！

「しゅ、う……はやく、うごいて……」

「わかってる。でも、気持ちがよすぎて……すぐに果ててしまいそうだ」

「それでも、いいから……」

　長い時間繋がれることも嬉しい。

　だけど、早く彼自身をもっと感じたくて、はしたないと思いながらも懇願してしまう。

「じゃあ……動くよ」

　柊は息をいったん吸い、軽く吐いた後私の膝の裏を持ち直して腰を動かし始めた。

　その動きは最初はゆっくりと張り詰めたそれを出し入れし、徐々にスピードが増す。

　繋がり合っている部分は大きな音を立て、激しさを物語っていた。

　繰り返される水音は今まで彼と何度も抱き合ってきたけれど、その中でも一番の音を立てているのかもしれない。

「んっ……ひゃあ……あっ、あっ……！」

「はっ……光……！」

　肌がぶつかり合い、卑猥な水音が部屋に響く。

　さらに硬くなった彼自身が私の膣内を往復するたび激しい快楽を感じ、滴り落ちる愛液が止まらない。もう、シーツもぐっしょりだ。

　スピードはさらに激しさを増し、私の足をさらに折り曲げて彼は秘部を露わにすると、最奥をめがけて下半身を小刻みに打ち付けてくる。

「ああ！　んっ！　やぁ！」

　最奥に打ち付けられるたび、深く繋がった部分から強い快楽の電流が身体中を駆け巡り、大きな嬌声をあげてしまう。

　柊を感じるたび私の中も彼自身を無意識にしめ付けてしまい、柊の眉間に皺が寄る。

「くっ……そんなにしめ付けられたら、持たないよ」

　最奥で繋がったまま、自身をぐりぐりとそこに押し付けながら柊は我慢をしている顔で苦しそうに呟いた。

　私の最奥で、硬くなった彼自身の脈打つ音が聞こえてくるみたい。

　それくらい感じるところで私たちは深く繋がっている。

　私はまた早く彼を感じたくて、動いて欲しくて、何度も首を上下に振った。

「柊の全部……私の中に出して……」

　荒い息で恍惚とした表情を私はしていると思う。

　それにこんなことを言ったのも初めてだ。

　だからか、柊は驚いたあとすぐに獰猛な雄を感じさせる荒々しい目つきになった。

「そんなことを言われたら、壊れるくらいに抱いてしまいたくなる」

「うん……いいよ」

　私の答えに柊は嬉々とした微笑みを見せた後、息を整えてから肌をピタリと密着させ、抱きしめてくれた。

　唇を食み合うキスを顔の角度を何度も変え、お互いの腰を押し付け合う。

　一ミリも離れたくないから自分の足を彼の腰に絡め、ギュッと力を込めた。

　抱き合う肌はしっとりと汗を掻き、彼の匂いに心も身体も包まれて自然と涙が溢れるくらい幸せを感じている。

　彼との子どもが欲しい。絶対に幸せにしてみせる。

　その愛おしい存在を想像しながら、今は注がれる快楽に身を委ねた。

「光、俺……もう……」

「わ、たし、も……」

　耳のすぐそばにある柊の声はもう果てる寸前だ。

　私も込みあがってくる熱い迸りを我慢するにはそろそろ限界かもしれない。

　柊は膣壁を擦りあげながら、秘部のぎりぎりまで抜いては最奥まで入れる激しい往復を繰り返す。

　その激しさからベッドの軋む音が部屋に響く。

　私は彼に大きく揺らされながら脳天が痺れるような感覚に襲われ、無我夢中で柊にしがみついた。

　熱く高ぶった彼自身は、私の膣内で今にも迸ってしまいそうなくらい張り詰めているのが中でわかる。

「くう……」

「あぁぁ！」

　お互い声になっていない嬌声をあげながら激しい往復のあと、柊は腰を奥深く沈め、膣内で小刻みに動いた。

　その瞬間、熱く迸ったものが私の中に注がれる。

　瞬時に、彼が果てたのだとわかった。

　そして私も目の前が真っ白になり、強烈な脱力感に襲われる。

「はぁ……はぁ……」

　柊がぐったりとして私に全身を預けてくる。

　彼の汗が滴った背中に腕をまわしながら、今が一番柊と繋がり合えている気がしていた。

　私はその愛おしい存在を力が入らない腕でギュッと抱きしめた。

「柊……大丈夫？」

「うん……大丈夫。光は？　身体、辛くない？」

「うん、大丈夫だよ」

　お互いを労わり合いながら、短い言葉を交わす。

　秘部はまだ彼と繋がったままで、彼自身はどくどくと脈を打っている。

　あぁ、今、私の中に彼のものが注がれているのだと感じると、離れるのが寂しい。

「柊、もう少しこのまま……」

「ああ、繋がっていよう」

　柊も同じ考えだったようで、二人で抱き合いながらしばらくそのままでいた。

　どうか、彼との子どもが宿っていますように……そう願いながら、そっと瞼を閉じた。






エピローグ








　今日も朝、出勤してからまずチェックするのはタスクバーだ。

　一つ一つ確認していくと、午前中はアロマオイルの試作品の検品がある。

　午後は「オーンジュ」の藤川オーナーと秋に向けた新商品のスキンケアの打ち合わせも兼ねながらランチをしたあとは、都心の各エリアの営業からの報告会をして今後のスケジュールを立てていく。

　やることが山積みだな。でも、私にはまだ個人的にやらなければいけないことがある。

　仕事が終わった後は、産婦人科の定期検診に行かなくちゃいけない。

　今、私は妊娠五か月目の安定期へと入った。

　想像以上に辛かったつわりはどうにかピークを越え、今体調がようやく落ち着いてきたところ。

　病院も働く女性のために夜遅くまで空いている産婦人科を柊が見つけてきてくれ、今日は彼と合流してから一緒に病院に行くことになっている。

　そっとお腹に手を当て、頬が自然に緩んでいくのを感じていたら、フロアに明るい女性の声が響いた。

「社長、おはようございます！」

「市井さん、おはよう」

　市井さんが今日も元気に出勤してきた。

　お腹に手を当てている私を見てふふっと微笑む。

「その癖、わかります。私も妊娠中はすぐにお腹に手を当ててましたから」

「あっ、やっぱり？　ご飯を食べた後とかもね、無意識に触ってしまっているの」

「私もよくやりました！　いっぱい食べるんだよーなんて言いながら」

　そう語り合いながら、彼女はデスクにつきパソコンの電源を入れる。

　私の妊娠がわかった時、仕事でまず相談したのが市井さんだった。

　もしよければ、契約期間が終わったら正社員として働いてもらえないだろうかと話を持ち掛けると、彼女は想像以上に嬉しそうな顔ですぐに頷いてくれた。

　その理由の一つは、これから「アムール」は託児所完備の会社にリノベーション工事を始めるということだ。

　これは「オーンジュ」に出向いた時、託児所完備されている現場を見て、これからはこういう場所が働く女性に必要だと思ったから。

　幸い「アムール」が入っているビルの下の階に空きがあり、そこを託児所にする許可をビルのオーナーからすぐにもらえることができた。

　それに保育士だけでなく、看護師免許があるスタッフも雇う話をすると、市井さんの目がさらに輝きを増していた。

　そして私も臨月までは出勤して働くけど、出産後もリモートワークで必ず働くということも話した。

　これは柊とも話し合った。柊は三か月の育休を取ってくれ、私とともに子育てをしてくれる。

　彼がいる間に女性スタッフを増員させ、スタッフ全員で業務に取り組み、残業なしの会社にして働きやすい環境を作る。

　少し時間はかかるかもしれないけれど、必ず理想の会社にしてみせると言うと、市井さんは「私も協力します！」と言ってくれ、産休中の神田さんにも声をかけると「託児所が完成次第、すぐに復帰しますね！」と心強い言葉をくれた。

　託児所のリノベーション工事の完成は二か月ほどと言われ、その間に保育士や看護師の人材を派遣会社に相談しておき、私も自分の仕事をこなしながら出産準備をする。

　社員や取引先、藤川オーナーには安定期に入ってから妊娠と育休の報告をしようとその準備もいろいろと忙しい。

　体力面ではかなり疲弊しきっているけれど、全てがお腹にいる子のためだと思うと力が湧いて頑張れるのは、私にも母性本能というものがあるからかな。

　今でも不思議だ。私の身体の中に新しい命が育っているなんてまだ信じられない。

「でも、社長。頑張るのも大事だけど一番は身体ですよ！　絶対に体調を優先してくださいね！」

　まるで私の心の中を見透かされたような言葉を市井さんに言われ、つい吹き出してしまう。

　私は市井さんの言葉に「ありがとう」とお腹を擦りながら答えた。
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　業務を定時に終え、柊との待ち合わせ場所に向かう。

　ビルのエントランスを抜けた途端、路肩に柊がプライベートで乗っている車が見え、驚いて運転席を見た。

　運転席には柊が座っていて、私を見つけると笑顔になり、運転席から出てくる。

「どうしたの？　待ち合わせの時間には随分と早いけど……」

「今日、光の検診日だって言ったら、小林が早く帰れって言ってくれたんだよ。妊娠中は身体が辛い日ばっかりなんだから、病院に行く時くらいは楽をさせてやれって言われて、早出してきた」

「嬉しい、ありがとう」

「礼ならまた今度会った時、小林に言ってくれたらいいよ。これからも迷惑をかけるだろうからさ。あぁ、そろそろ時間だな、行こうか」

　スーツの袖から腕時計をのぞかせて時間を確認すると、彼は紳士のエスコートのように助手席の扉を開けてくれ、私を座らせてくれる。

　そのたびに「シートベルトはきつくないか？」「体勢は辛くないか？」と毎回、同じ確認をしてくれ、その優しさに心が温かくなるばかりだ。

「今日は今までの中で体調は一番いいみたい。だから、仕事もはかどっちゃった」

「それはいいことだけど……無理だけはするなよ。親からも口酸っぱく言われているんだ。光さんに無理をさせるな。夫のお前が動け。奥さんに苦労をさせるなってね」

　その光景が簡単に想像できて、車内に私の笑い声が響く。柊は車を発進させながら苦笑いだ。

「お義父さんもお義母さんも報告をした時は、わが身のことのように喜んでくれたものね。ちょっとしたお祭り騒ぎだったもん」

　柊の実家に報告に行った時、私に子どものことを急かしたことを言った後ろめたさからか、訪問した時はぎこちない雰囲気が続いていたけれど、妊娠の証拠のエコー写真を見せた瞬間の彼の両親の喜びようは本当にすさまじかった。

　近所の方がどうしたのかと窓からのぞきに来たくらいだ。

「喜んでくれるのは嬉しいことだけど、あれは騒ぎすぎだな。近所迷惑ものだったし……。生まれてからどんな孫バカになるのか、それが一番心配だよ」

「でも、喜んでもらえて嬉しい。私も親孝行した気になれるし」

「あぁ、たしかにそうだな。光のご両親も喜んでくれてたからな」

「柊の家ほどじゃなかったけどね」

　私の両親も、娘の私の社会的な成功はずっと昔から喜んでいてくれていた。

　でも、結婚してから子どものことはどうするつもりなのか聞きたかったけれど、柊と一緒で仕事を頑張っている私を見て聞くのは躊躇していて、さらにはもう仕事に生きてもいいと思っていたらしい。

　私もその道も一つの方法だと思ったこともあった。

　だけど、こうしてお腹に子どもが宿った今、これも一つの幸せなのだと確実に思える。

　そして隣には愛してやまない彼がいる。柊が隣にずっといてくれる。

　こんなに幸せなことがあるだろうか。

　運転する彼の横顔を見つめていると赤信号で車は停まり、柊は私の方をゆっくり向いた。その真剣な眼差しに心臓がどくんと音を鳴らす。

「光が親のことを気にしてくれていること、ずっと感謝しているんだ。俺の親を自分の親と同じように思うことはすごく難しいことなのに、努力してくれているのも本当に嬉しい」

「当たり前だよ。だって柊の親だもの」

　改めて親のことを言われ、両手を大きく左右に振るジェスチャーをした。

　だけど、柊は真剣な顔をやめず、手を伸ばして私の右手を取り、そっと握ってくれた。

「でも、親孝行も大切だけど、俺は光とこれから生まれてくる子どもが世界一幸せだって思ってもらえるように頑張るよ」

「柊……」

「ありきたりな言葉だけど、俺の人生をかけて家族を守っていくことを約束する。家族みんなを幸せにできる男になるよ」

　優しい言葉だけど、声色はとても強くて逞しい。

　その心強さに自然と涙腺が刺激され、目尻に涙が溜まる。

「ありがとう……柊……私も、生まれてくる子どもと、柊を幸せにできるように頑張るね」

「あぁ、これからも一緒に頑張ろう。子育ても家のことも、仕事も何もかも光と一緒にいれば大丈夫だ」

　柊の太陽のように明るい表情と声は、いつも私に元気を与えてくれる。

　この人となら絶対に大丈夫。どんな困難が待っていようとも必ず乗り越えられる。

　私はそう改めて確信し、彼の大きくて温かい手の甲を頬に当てて幸せのため息を零した。

終
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　はじめまして。秋あき花はないずみと申します。

　濃蜜ラブルージュさまでは初めてとなるこのお話を手に取り、そして読んで下さった読者様、本当にありがとうございます！

　私としては初めてとなる夫婦のお話です。いかがだったでしょうか。

　突然ですが、光と柊は私の理想の夫婦像です。

　お互いを思いやり、認め合って労わり、そして夫婦としての絆を深めていく、とても見ていて気持ちの良い二人です。

　だけど、結婚となると二人だけのことでは終わらないことがたくさんあります。

　そんな問題も描きつつ、新婚らしい二人のいちゃいちゃも書けたりと、いろいろと楽しんで書かせていただきました。

　結婚生活っていいな。夫婦という絆って素晴らしいな。

　ほんの少しでもいいので、このお話からそんなことを感じ取ってもらえたら幸いです。

　また、この作品の一番の顔となるとっても素晴らしい表紙絵を描いてくださったユカ様。本当にありがとうございました！

　そして担当様、遅筆でどんくさい私にいつもお優しいお言葉をかけてくださり、作業中は何度も励ましてもらいました。

　ありがとうございます。そして、これからもよろしくお願いします……！

　まだまだ書きたいお話はたくさんあるので、読者様の一時の楽しみとなれるようなそんなお話つくりをこれからも頑張って書いていきたいと思います。

　ここまで読んでくださり、ありがとうございました。

　また、違うお話でお会いできることを楽しみにしております。






秋花いずみ
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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